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大 川 市 議 会 第 １ 回 定 例 会 会 議 録 

 

 平成30年３月８日大川市議会議場に出席した議員及び付議事件の説明のため出席した者の

氏名並びに付議事件の内容は次のとおりである。 

 

１．出席議員 

    １番  馬  渕  清  博     10番  遠  藤  博  昭 

    ２番  古  賀  寿  典     11番  水  落  常  志 

    ３番  筬  島  か お る     12番  吉  川  一  寿 

    ４番  宮  﨑  稔  子     13番  古  賀  龍  彦 

    ５番  龍     誠  一     14番  川  野  栄 美 子 

    ６番  池  末  秀  夫     15番  永  島     守 

    ７番  内  藤  栄  治     16番  平  木  一  朗 

    ８番  福  永     寛     17番  岡     秀  昭 

    ９番  石  橋  正  毫 

 

  欠席議員 

    な  し 

 

２．地方自治法第121条の規定により出席した市吏員 

      市 長   倉   重   良   一 

      副 市 長   石   橋   德   治 

      教 育 長   記   伊   哲   也 

      会 計 管 理 者 
                       堤       稔   彦 
      （兼）会 計 課 長 

      消 防 長   田   中   嘉   親 

      人 事 秘 書 課 長   馬   渕   嘉   臣 

      総 務 課 長 
                       古   賀       収 
      （併）選挙管理委員会事務局長 
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      企 画 課 長   橋   本   浩   一 

      健 康 課 長   馬   場   季   子 

      子 ど も 未 来 課 長   迫   田   一   彦 

      農 業 水 産 課 長 
                       柿   添   量   之 
      （併）農 業 委 員 会 事 務 局 長 

      都 市 計 画 課 長   池   田   哲   男 

      上 下 水 道 課 長   古   賀   政   彦 

      学 校 教 育 課 長   下   川   愼   司 

      監 査 事 務 局 長   木   下       剛 

 

３．本議会の書記は次のとおりである。 

      議 会 事 務 局 長   石   橋   英   治 

      議 会 事 務 局 書 記   吉   田   嘉   久 

      議 会 事 務 局 書 記   和   田   孝   紀 

      議 会 事 務 局 書 記   宮   﨑   朱   美 

 

４．付議事件 

  １．一 般 質 問 
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５．一般質問通告 

発言

順位 

議席

番号 
氏   名 質    問    要    旨 

１ 15 永 島   守 １．教育現況と戦後教育の問題点について 

２ ８ 福 永   寛 １．大川市子育て支援について 

３ ３ 筬 島 かおる １．『大川市の子育て支援総合施設』について 

４ 11 水 落 常 志 １．大川の農業について 

５ ４ 宮 﨑 稔 子 
１．発達障がい児に対する市の取り組みについて 

２．傾聴ボランティアの活動について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時 開議 

○議長（川野栄美子君） 

 皆さんおはようございます。各位の御参集、感謝申し上げます。 

 出席議員は定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。 

 それでは、日程に従い、これから一般質問を行いますが、この際、お願いいたします。 

 一般質問の発言時間につきましては、答弁を含め１時間30分程度でお願いしたいと思いま

すので、この点、執行部におかれましても何とぞ御協力のほどをお願いいたします。 

 それでは、順次発言を許します。まず、15番永島守君。 

○15番（永島 守君）（登壇） 

 皆さんおはようございます。今回、議運の委員長に久しぶりに１番をお与えいただきまし

た。感謝申し上げます。最近は本当に寒暖の差が厳しく不安定な気象状況が続いております。

どうぞ皆さん、健康には自己管理のもと、御自愛いただきたいと思います。 

 それでは、今回久々に１番くじをいただき、こうして登壇させていただいております。国

政におきましては、皆さん御存じのとおり、通常国会が１月22日に召集され、そして、150
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日間にわたる６月21日、最終日とされております。ただいま集中審議がなされているのも、

皆さん、テレビ報道等で十分に御理解のことかと思うわけでございます。 

 今国会において安倍総理は、働き方改革関連法案の成立に加え、悲願である憲法改正の国

会発議を進め、そして、３選を目指す秋の総裁選挙に焦点を絞られているようでございます

が、法案反対の野党の連日の攻めに大変な苦戦をしている様子が日々のテレビ報道によって

しっかりと国民の皆さん方に知らせがなされているわけでございます。森友学園や加計学園

をめぐるそのような問題で、野党結集の追及をかわすのに必死の状況が国民の目にも明らか

に見えるわけでございますけれども、さて、今回質問通告いたしておりますのは、教育現況

と戦後教育の問題点についてであります。 

 通告に記載のとおり、私は、皆さん方御存じのとおり、教育者でもなく、現行教育に、そ

してまた特段の異議を唱えるものでもございません。まずもってここで申し上げておきたい

と思います。議場の皆さんにはいましばらく御辛抱をいただき、そして清聴願いたいと存じ

ます。 

 我が国日本は、さきの大東亜戦争で敗戦国となり、進駐軍による占領期、連合国司令本部

ＧＨＱの手によってつくられた教育基本法のもと、戦後教育基本法の長年にわたる影響によ

って、そして、近年の若者の急激な学力の低下は常態化し、今や中国や韓国に追いつき、追

い越されていると言っても決してこれは過言ではないかと思うわけでございます。戦後教育

をいま一度、根本的真剣に直視し、そして、その多くを反省しなければならないわけでござ

います。 

 幾度も聞きなれた言葉かとは思いますが、我が国は大東亜戦争に敗れ、国家が芯を失い、

そして、言論の自由もなく、連合国軍の占領下に置かれ、ＧＨＱの占領政策によって、日本

国民は文化、そして伝統、誇りまで奪われ、占領期という異常事態の中、米国を中心とした

戦勝国によるさまざまな背景、思惑のもとにつくられたのが戦後教育の基本理念とされてき

た屈辱的教育基本法であります。本来、日本民族固有の文化に基づいた教育であらなければ

ならないのが根本的に改造され、そして、戦後70年余りを経過した今日に至っているわけで

もございます。その影響を残すことは恐るべき事態と思わなければなりません。 

 昭和20年、我が国は大東亜戦争に敗れ、無条件降伏に応じたわけであります。昭和20年８

月30日には、連合国最高司令官マッカーサー元帥の日本上陸、日本軍の武装解除に始まり、

そして10月以降には、日本管理政策は着々と進められてきたわけでございます。同時に教育
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管理政策は、ＧＨＱの監視のもと徹底的に改造されたことは皆さん言うまでもないことでご

ざいます。軍国主義や極端な国家主義者、そのようなものを初め、占領政策に反対する批判

分子を教育界から徹底的排除、そして追放し、一方では自由主義や反軍的分子を教育界へ送

り込み、ＧＨＱによる一方的な基本方針の推進がなされてきたわけでもあります。 

 該当する教職員の徹底的追放が始まり、国家神道、神社神道に対する政府の教育行事、保

全、支援が全て禁止され、ＧＨＱはさらに服従心を要請するものとして修身を否定し、日本

歴史及び地理を停止させたのであります。このことは皆さん方御存じのように言うまでもな

いことでございますけれども、教育界を占領政策の賛同者、協力者で固め、そして、本格的

改革の下地を早期完成させたわけでもございます。戦後教育の原点を個人として、個人の価

値観と尊厳を認識し、個人の持つ力を最大限に引き伸ばすことが基本であることを強調する

ことによって正当化がなされたわけでもございます。我が国の征服者となった連合国司令部

マッカーサー元帥率いるＧＨＱは、日本民族の文化、歴史、そして愛国心さえも奪おうとし

たのも、これは皆さん、事実であります。 

 マッカーサー元帥が本国より呼び寄せた米国教育使節団が個人の価値観を高らかにうたっ

た報告書こそ戦後教育の指導理念に祭り上げられたのも、有識者皆さんの多くが周知のとお

りであります。戦後教育のその指導理念こそが教育基本法であるということは言うまでもあ

りません。占領期の経過を振り返り、そして見れば、戦後教育の基本路線が占領軍の一貫し

た圧力の中で、当時の日本人の思想を踏みにじり、つくり上げられたことは明らかでありま

す。 

 我が国は、幾度とない戦争を繰り返し、初めて味わった敗北は国民を奈落の底に追い込み、

かかわった全ての者が責任逃れをした結果、戦後教育では何が正しく、何が正しくないのか

を教えない、語らない、ちまたでは多くの自己中心による詭弁が横行するようになったわけ

でもあります。 

 既に戦後70年余りを経過した今に至っても、皆さんが目を見開き、見ればおわかりのよう

に、無責任社会の世の中に育った子供たちが、者たちが、日本社会における政財界の中枢に

いるのは誰の目にも明らかなように見えるわけでございます。日本国民として生を受け、そ

して安保闘争等に明け暮れ、反日運動を叫んだ反日世代と無責任世代、そのような世代を生

み出したのも歴史の流れが語る事実では皆さんありませんか。日本国民が好もうと好まざる

と、時代は流れ、そして元文科省官僚、寺脇研審議官のゆとり教育の功罪は二分されるのは
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当然であり、ゆとり教育の背景について、文科省が出した学制百二十年史によれば、1980年

代から全面実施された学習指導要領の改訂では、大幅な学習量の精選と思い切った授業時間

の削減が行われたが、この改訂から学力低下を危惧する声が全国的に出始め、そのゆとり教

育に対し、不安や不信を抱き、危機感を持ったことから、学習塾への入塾が増加。そして家

庭では、教育費を稼ぐため夫婦共稼ぎ時代に拍車がかかったのも皆さん事実であります。結

果、親子の会話は減少し、家庭や学級崩壊を初め、多くの犯罪にかかわる青少年の増加につ

ながったと言っても決して過言ではございません。また、戦後の愛国心否定思想教育によっ

て生み育てられた現行教職員が教育現場に立っているのも事実であります。戦前、戦中、戦

後にわたる学校教育のあり方こそが時代と歴史を物語る真実であります。 

 明治天皇の「朕惟ふに我が皇祖皇宗国を肇むること」に始まります教育勅語を読めば読む

ほど、語れば語るほど、深い教えであり、これぞ日本民族の道徳教育の基本として掲げられ

たものであります。教育勅語をまともに読めるはずもありませんが、わかりやすく現代風に

解釈をさせていただきますと、天皇である私が考えてみると、私の先祖がこの日本という国

を始めたのは、天地ができたと、その当時と一緒にある、はるかに遠い昔のことである。そ

れは、これから幾千万年の後の時代でも変わることはないことと定まっているのである。そ

のことは全ての臣民、これは天皇の家来でありますけれども、臣民が幸福に暮らせるように

との深い慈悲の心を示しているが、そのことははかり知れないほど深いものである。そして、

臣民は天皇のためによく忠義を尽くしており、また、両親に対しても孝行を行っている。 

 全ての民は、皆心を一つにして、その美しいならわしが代々受け継がれてきたのが、それ

はちょうど桜の花が見事咲きにおっているようなものである。このようなことは世界中のど

こにもなく、我が国日本という国柄の最もすぐれたところである。そして、それはそのまま

我が国の教育の基本となっているのである。 

 おまえたち全ての臣民よ、これは天皇が国民に対して呼びかけてあるわけでありますけれ

ども、皆、父母に細やかに孝行を行い、兄弟姉妹は仲よく愛し合い、夫は妻を愛し、妻は夫

を尊敬して、いつまでも仲むつまじく助け合って暮らさなければならない。友達は互いに信

じ合って交際し、自分には厳しく気を引き締めて、決して欲望に流されることがないように

しなければならない。また、他人に対しては、親しい者も親しくない者もまことの心で親切

を尽くすようにしなければならない。また、大いに学問をし、いろんな仕事を習い、そして

知識をふやし、才能を磨いて上達するように人格を養って立派な人物にならなければならな
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い。そしてさらに、自分が進んで国家社会のため、公共の利益のために努め、世のため人の

ためになることをすることが大切である。そして、皇室典範や大日本帝国憲法をかたく守り、

その他の法律や命令に違反しないように注意をしなければならない。もし万が一、戦争でも

起こった場合には、皆勇んで皇国、これは天皇国家のことでありますけれども──のために、

一身をささげて大いに尽くすように心がけねばならない。そして、いつまでも天地とともに

無限の皇位が栄えることを助け奉るべきである。 

 さて、この立派な皇国の道は、実に我が皇室の先祖たちが実際に実行し残してきたもので

あるから、その子孫である代々の天皇や皇族も、また一般臣民も、ともに必ず従い守らなけ

ればならないことである。このことは昔から今まで何ら変わることなく、我が国ではもちろ

ん、外国のどこの国に当てはめても真に正しい本当の道である。そこで、天皇である私は、

おまえたち全ての臣民とともに、これをよく心にとめて守り、その徳を共有することができ

るよう切に望んでいるのである。 

 以上が明治23年に公布されました教育勅語の現代解釈とされているわけでもございます。

この教育勅語を批判する者も多く存在することも決して否定できないことではございます。

当時の現状を察し、国家の永久安泰を願い反映されたものであります。 

 戦後の時代とともに解釈に変化が見られているのも、これも当然であります。民主主義国

家である我が国の現代教育において、人は生きていく上で最低限何を知っておかなくてはな

らないのか、何が必要であるのか、何を身につけておかなくてはならないのか、民主主義国

家に生まれ、生きることを前提的条件として考えなくてはなりません。それこそが現代教育

の基本原点のはずであります。 

 初めに述べましたとおり、私は教育者ではありませんので、机上学を議論するつもりは全

くございません。 

 学校では生きていく上で必要な事柄を学ぶからこそ意義があると考えております。社会人

としてどのようにして人と接し、つき合わなければならないのか。対人形成や人を好きにな

るとはどのようなことであるのか。結婚とはどういうものであるのか。また、子供を産み育

てるためにはどのような準備が必要であるのか。謙譲語とはどういうときに使用するのか。

いろんな挙げれば切りがないほど学校では教えないことが山積をいたしていることは皆さん

が一番御存じのとおりのことかと思うわけであります。 

 多くの子供たちは、厳しい民主主義競争社会で生きていくために本当に必要な知識能力や
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技術を取得せず、不必要な知識や技術を詰め込まれ、現代社会の荒海の中に旅立たせること

になるわけでもあるわけであります。 

 これは私の勝手な解釈でありますが、これからの国際社会において、勝ち抜く競争の武器

は、私は教育であろうかと思っております。 

 子供は国の宝であり、そして、教育は将来の国家に欠かせない財産となるはずであります。 

 市の職員は市民の貴重な財産でありますように、行政にとっても、企業にとっても、人材

の発掘と育成は大きな戦力であり、欠かすことのできない大切な資産と思われます。そして、

一人が持っている能力をさらに伸ばすことこそが戦後教育の基本ではありませんか。 

 近年の青少年は辛抱力に乏しく、自分勝手で自己主張をする者が年を追って増加、そして、

社会人となり、上司の正当な注意に対し、すぐ傷ついてしまうほど、実に弱くなってきたと

言われております。親の過保護が学習能力の低下につながっているとも言われておるわけで

ございます。 

 おわかりのように、近年、叱る教師が減少し、そして、褒める教師が増加しているようで

ありますが、果たして褒めて伸びる子がどれほどいるのでしょうか。戦中、戦後の物のない

時代から、物があふれ、そして物余りの時代を過ごしてきた私どもは、学校教育の変化を感

じずにはいられないのであります。ゆとり教育より甘え教育への変貌は、我々にとっては耐

えがたい苦痛さえ感じてまいりました。戦後教育に育った子供たちに欠損しているのは、精

神力や継続的努力、そして、我慢と辛抱力等であり、現代の子供たちに限らず、今の時代が

そうさせているのかもしれないわけであります。働かない、そして努力をしない、辛抱がで

きない、泣き言を言う、本当にそういう大人が、ずるい大人が、責任がとれない親たちが余

りにも多く、近年の環境は耳を塞ぎ、目を覆うほどの状況下にあると言っても、これもまた

過言ではございません。子は親の後ろ姿を見て育つと言われますけれども、まさにそのとお

りであります。 

 私は大川市の教育委員会を幾度か傍聴させていただきました。私は学者ではありませんの

で、ここの論評は控えさせていただきますけれども、現場を預かる教師は本当に大変だろう。

私は義務教育期において、いつもやんちゃで過ごしてまいりましたので、当然、大変厳しい、

数え切れないほどの体罰もしっかりと受けて育ってまいりました。この場で多くを語ること

こそできませんけれども、教育をする側と受ける側、学校と家庭、そして保護者、学校教育

施設内における明確な指導や管理責任の線引きは果たしてどこにあるのか、いまだ不明瞭な
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点が多過ぎるように思えてならないわけであります。 

 あやふやな解釈の中、手探り、そして気遣いで子供たちに接しなければならない状況を察

すれば、私には到底できない職業だと自覚いたしております。 

 内容は明かせませんけれども、私も幾度か相談を受けたことはございます。学校現場での

問題案件の解決はまことに難しい。そして、気安く受けた相談の結果が、全責任を押しつけ

られ、知らぬ間に私一人だけが悪人にされた経験もあるわけでございます。深くは言いませ

んが、仕事とはいえ、教職員とは、一言で言えば、かわいそうだなと思っております。私は、

かかわり始めれば徹底的にやる性格、性分でありますので、できれば中途半端なかかわりは

したくないのが本音でございます。 

 いずれにせよ、時代に合った要件整備を図り、最良な環境の中で、国の宝、将来の日本を

担う、そのようなことのできる責任感の強い、いかなる時代にも耐え得る子供たちを育成し

なければなりません。 

 私の言論が何の価値にもならないことは十分にわかっての意見でありますので、心得ての

御回答をいただければと思うわけでございます。 

 教育長も御存じかと思いますけれども、私は、私のこの質問の趣旨につきましては、これ

は執行部とも詳細な打ち合わせ、一切いたしておりません。そのような中、教育の現況と戦

後教育のあり方につきましてはお尋ねをしたいと思います。どうぞ思いのほか想像を超える

ような御回答をいただくように、よろしくお願いをいたしておきたいと思います。 

 戦後教育につきましては、日本教職員組合指導への多くの批判、抗議、指摘がなされてき

たことは今さら言うまでもありません。不信や批判については、その都度、時世に応じた処

理がなされ、事案の多くは改革、改善が続けられてまいりました。 

 私も御存じのように平成３年より大川市におきまして議会政治に参画させていただき、そ

して学校教育につきましては、他市、他県にわたる多くの議員諸氏、また政治にかかわる

方々の質疑等も直視いたしてまいりました。 

 昨年のまことに痛ましい事故を除けば、何ら変わりのない安定した大川市の教育行政に安

堵をいたしているところでもございます。しかし、気を抜けば、予期せぬ事故、思わぬ事態

を迎えることもあり得ます。備えあれば憂いなし、政治と行政が互いに緊張感を持ち接する

ことも大事であります。どうぞ教育行政全般により、まずは現行教育と戦後教育の、今の残

る問題点等々についてお伺いをして、そして、教育長のお話の後に、必要に応じたお話を私
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のほうからもさせていただきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げ、

皆さん方、本当に御清聴ありがとうございました。 

○議長（川野栄美子君） 

 教育長。 

○教育長（記伊哲也君）（登壇） 

 皆さんおはようございます。３月議会初日に大川市教育長の選任をいただきまして、早速

の一般質問、まことにありがとうございます。 

 それでは、永島議員の御質問にお答えをいたします。 

 昭和21年３月、ストダード博士を団長とする米国教育界代表27名から成る米国教育使節団

が我が国に１か月間滞在し、その間、我が国の教育関係者とともに協議を行い、戦後教育の

勧告事項を提出いたしました。 

 また、昭和25年９月、再びギヴンスを団長とする５名の米国教育関係者が第２次使節団と

して訪日し、前回の使節団が勧告した事項の進捗状況と成果について勧告をいたしました。 

 この２度の使節団訪日の目的は、戦前の帝国主義及び国家主義的神道を学校から根絶する

ことを含め、日本人がみずからその文化の中に、健全な教育制度再建に必要な諸条件を樹立

するための援助を行うことでありました。この勧告事項の中には、議員御指摘のような点が

あったことは事実であります。 

 具体的には、教授法と教師養成教育の中で、個人の価値と民主的公民としての権利と責任

についてうたわれておりますが、しかしながら、後に制定された教育基本法の目的の中には、

個人の価値について表記されたものの、主体的な社会の形成に参画するなどの態度について

はうたわれていないことがわかります。 

 また、教師による自由なカリキュラムの作成を促進したために、各学校において学習指導

要領から逸脱するような授業が行われ、教育水準の維持ができなかったこともありました。 

 平成２年、最高裁判所において、学習指導要領の法的拘束性について判決が下されました

が、その間、学校現場においては、国歌、国旗のあり方も含め、管理職と教職員との信頼関

係が損なわれました。 

 その他、教育委員会制度のあり方、家庭教育の位置づけなど、長年にわたり教育の振興に

支障を来したことも事実であります。 

 しかしながら、現在、そのような課題を解決するために、平成18年、教育基本法が改正さ
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れまして、前文に個人の価値と公共の精神が並列して表記されたり、伝統と文化や、我が国

や郷土を愛する態度、家庭教育のあり方などが追加されております。 

 また、学習指導要領の法的拘束性が明確化されたことで、教育水準の維持や教育の機会均

等が図られているところであります。 

 いずれにしましても、戦後教育の歴史と教育の現況を鑑み、今後、大川市教育大綱及び木

の香プランの達成に向けて全力で取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上、答弁漏れ等ございましたら自席より答弁をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 15番。 

○15番（永島 守君） 

 御答弁ありがとうございます。戦後の現在の教育基本法に至るまでの大筋のお話を教育長

のほうからいただきました。 

 私も前語りの、随分長い前語りとして、占領軍等々、ＧＨＱのマッカーサー元帥等々のこ

とまでお話をさせていただきましたけれども、私思いますのに、これは皆さん方、聞きなれ

た言葉かと思いますけれども、戦前、戦後、現在に至っても、非常にこの日本人の評価する、

その評価というのは大変喜ばしいものがあるわけであります。本当に日本に行ってよかった

と、日本人というのは本当に礼儀正しい、そして、治安が本当にいいというような、そうい

う規律正しい日常の生活を過ごすのが日本人だというような、そういうことを皆さん方も日

ごろから耳にされていることかと思いますけれども、私が壇上で申し上げましたとおり、今

の学校については、本当に先生方の仕事というのも結構多いだろうというのは、私ははたか

ら見てそういうふうに感じるものがあります。 

 そして現在、我々が戦後の教育を受けた当時と、先ほど教育長が言われましたいろんな地

方等々、教育委員会等々の、そういうものによって教育の内容、指導のあり方等が以前は随

分と違ったわけでありまして、そしてまた、今現在、力も随分と弱くなってまいりましたけ

れども、日本教職員組合、いわゆる日教組ですね、こういう指導のもとにいろんなことが制

約されたものも随分とあったようでございます。そして、私がまた壇上で申し上げましたと

おり、そういう一つ一つのものについては、その時節時節で、その時代に合った、いわゆる

改正、改革がなされてきて現在に至っていることかと思うわけであります。 

 私が一番強調したいのは、子供たちが親元から、また、ふるさとから旅立って、今現在は
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東京一極集中、この九州では福岡県一極集中というようなことで、随分と過疎化が進む地方

はあるわけでありますけれども、子供たちがいろんな成功するものもあります。また失敗し

て、要するにＵターンしてくる子供もありますけれども、今は本当に教育の内容として、学

校でどのようなことを教えられているのか、壇上で申し上げましたとおり、子供が一人巣立

っていく中に、何を覚えておかなければ社会人として自立していけないのか、最小限これだ

けはわかっておかなければ、波に流されてしまう、敗北者となってしまう、泣き泣きＵター

ンでふるさとに戻る、戻ってこられる人はいいけれども、都会ではいろんな方々がいろんな

生活をされております。そういうものもありまして、私は、教育長が教壇に立っておられた

わけでありますからあれかと思いますけれども、本当に子供がこれだけは知っておかなくて

はならない、社会人として生きていくためには知っておかなくてはならない、幾つかあるか

と思います。どのようにお考えであるのか、教育長のお考えで結構でございますので、お教

え願えればと思うわけであります。 

○議長（川野栄美子君） 

 教育長。 

○教育長（記伊哲也君） 

 御質問の趣旨についてでございますが、戦後教育のあり方も含めて私が思うに、今現在、

学習指導要領というものにのっとって言わせていただくならば、子供たちに必要なことは生

きる力の育成、生き抜く力の育成というふうに言われておりまして、私もそれは同感でござ

います。具体的には、いわゆる学力であったり、豊かな心、そして３つ目には体力といった

ようなことを特に言っているわけでございます。 

 その中で私が一番大切なことは、確かに学力、体力、いろいろありましょうけれども、や

はり人が人として生きていく中では、一人では生きていけないんだというような、その思い

やる気持ち、豊かな心、人間と人間が分かち合うような、そんな心を持った子供たちの育成

が必要ではないかなというふうに思っております。いわゆる子供たちの人間性を育むことが

一番ではないかと。そういった意味で、道徳教育も随分進化していっているんではないかな

というふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 15番。 
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○15番（永島 守君） 

 ありがとうございます。私、ちょっと目にした記事がありましたから言わせていただきま

すと、これは要するに、見る角度、聞く角度によって違うかと思いますけれども、今の学校

義務教育というのは、いわゆる進学のために、教科書に織り込んである、その内容をしっか

りとのみ込んで、そして試験を受ける、いわゆる進学、さらには要するに就職の試験を受け

るときにそれを吐き出すというような、現行教育については、のみ込んで吐き出すというの

を要するにやってあるんだと。それが基本になっているのかなというようなことを書いてあ

る記事がございました。 

 そういう件について、私は、その中にも大学というのは、要するに、義務教育を外れて

後々にそういう進学をなされる、大学というのは、これは考える、これはもう当然として執

行部の皆さん方は大学を卒業してあるわけでありますけれども、経験してありますけれども、

考える人間をつくるところだと。考える人間を大学生になって、もうあなたはきょうから大

学生ですよと、だから考えなさいと。考えるというのは、長年の間に幼いころからそういう

環境において、今先ほど教育長が言われるように、生きる力、生きる力の前に、そういうも

のを日々の、いわゆる家庭であってみたり、これは義務教育期間の中であってみたり、その

中において、要するにその考える力、思考力というのをやっぱり教えていないんじゃなかろ

うかなという思いはします。大学生になったから急に考えなさいと。これはまた、今の大変

忙しい、要するに休み時間も十分にとれない、そういう教師の方々の中に、そこまでのこと

は果たしてやれないだろうと。これは、そういうことをおっしゃる方も十分にわかっている

わけですね。しかし、そういうところというのは、結局これは大学というのもそういうもの

とは否定できないわけでありますから、やっぱりそういう部分、要するに生きる力、将来的

に私は学問については、いわゆる教育者ではありませんからわかりませんけれども、私もこ

うして議会の中に日々活動させていただいておりますけれども、私は政治の師はいません。

誰についても勉強をいたしておりません。生きる力は、やっぱり自分で学んできましたし、

そして、皆さん方にいいこと、悪いこと、厳しいこと、優しいことも受けながら、やっぱり

自分に身につけてきたというふうに思うわけであります。だから、その辺の大きな違い、こ

れは今、我々の世代というのはみんなそうだろうというふうに思います。いつの時代からそ

ういうふうなことに変わったのかなというふうに思うわけでありますけれども、正直言って、

まだ御存命でございますけれども、昔は、それは体罰ひどかったですよ。それはひどかった



- 38 - 

です。控室にありますけれども、シロ（白竹）みたいな小さい中身が詰まった竹みたいなの

がありますけれども、教育長も御存じかと思いますけれども、あの指し棒というのは、あれ

が多かったんですよ。あれで私は素手でなくたたかれた。血が出ましたよ。しかし、やっぱ

りしっかりと昔の先生はフォローをしてありました。私は薬をつけていただいて、学校の前

がすぐ、要するにお店でありましたから、パンとあめを買ってもらいましたよ。そういうこ

ともありました。そしてもう日々、私はやんちゃをやっておりましたから、すぐ呼び出され

て、たたかれたり、いろいろなことがありましたけれども、やっぱりそういう先生方を、今

でもおつき合いしている先生もありますけれども、やっぱり懐かしいんですね。いろんなこ

とを経験して、世の中というのに生きる力、私がどういう形で評価されるか、これは評価さ

れるものはないと思いますけれども、しかし、現在私もこうして68歳、まだまだ元気でこう

して生かしていただいておりますし、それなりに活動と信用だけはいただいております。人

それぞれでありますけれども、弱々しい教育が少しあるんじゃないだろうかなというふうに

思います。 

 今回、来年度予算の中においては、語学について講師を採用していただくということでご

ざいますから、できるだけそういう役割分担をしながら、強い子供を育てる、この厳しい世

の中に、壇上でも申し上げましたとおり、これは言うならば、国際的にも、そういう外交の

中にも、やっぱり今後の武器となるものは、私は教育であろうというふうに思います。 

 今、北朝鮮でいろんなことがあっておりますけれども、そういう第３次の戦争というのは

多分にしてないだろうと。今から戦うには、やっぱり学力です。私は学問については深くわ

かりませんけれども、しかし、強い人間をつくっていく、弱音を吐かない、泣き言を言わな

い、しっかりと辛抱をやっていく、自分の目指す目標、目的をしっかり見逃さないように、

やっぱり生きていけるだけの、私はそういう精神力を兼ね備えた教育こそ、この将来の日本

を背負って立つ、そういう教育であろうというふうに思っております。 

 ですから、いろんな型にはまった御意見等は別として、そのような観点から、今現在の教

育、戦後教育、現在に至るまでの、その変化等について、厳しい世界の中で教育長も教育を

受けてこられたと思います。そういう自分の経験を踏まえて、今後どのようにこの大川市の

子供たちを育てさせて、そして、できるだけ郷土愛を持って、難のときには大川に即駆けつ

けてくれるような、そういう郷土愛、言うならば、国を愛する、そういう自国の愛を持って

やれるような、そういう子供たちを育てるにはどういう思いがあるのか。私の質問は非常に
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わかりにくいかと思いますけれども、その観点から教育長の御意見等をいただきたいと思い

ます。 

 そしてまた、以前、自分の部下であったかもしれない、同僚であったかもしれない、そう

いう方々がどういう思いを持って日々の教育に当たっておられるのか。学問については結構

でございます。ですから、その辺のところをよろしく御回答いただければと思います。 

○議長（川野栄美子君） 

 教育長。 

○教育長（記伊哲也君） 

 まず、考えるという部分での私自身の考え方ですね。今、新しい学習指導要領、来年から

ある程度移行していくんですが、１つは、主体的に学ぶという部分が出てきまして、今まで

の知識、技能が１つですね。２つ目に、議員がおっしゃるように考える、思考力、判断力、

そして表現力と。さらには、３つ目には、主体的に学びに向かう力と。いわゆる学習意欲、

この３点を市の評価の観点として考えておるようでございますが、その中で２つ目の、いわ

ゆる思考力、判断力、表現力ですね。これについては非常に重要視をしております。したが

いまして、この部分を今度はペーパーで学力テストに表現しなきゃならないということで、

今、全国学力実態調査でも、その考えさせようという問題になってきている。したがって、

大学入試も考えて書く問題、正解がいっぱいあるような問題に変わりつつあると。そのよう

な中で、英語も２技能から４技能にふえていっているということで、随分変わってきており

ます。 

 実際、きのう、福岡県の公立高校の入試がございました。見させてもらったんですが、今

までの中学校の授業では到底対応できない、物すごく考えさせられるようなテストでござい

まして教職員も驚いた次第でございます。これに対応するために、日ごろの授業も改善して

いかないことにはいけないんではないかという反省をしているところでございます。 

 次に、子供たちが大川に戻ってくるようなということで、ふるさと学習というものを今、

二、三年前から木の香プランの中でも提唱し、やっているわけですが、課題も確かにござい

ます。それは何かといったら、大川出身の教職員が昔はたくさんいらっしゃいました。とこ

ろが、今、中学校で１割程度、小学校で２割程度の大川在住の先生がいらっしゃらない。よ

その方が来て大川の歴史が語られようかということになろうかと思います。ですので、でき

る限り新規採用教員は大川出身の方を採るように、三、四年前からやっています。それが１
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つです。 

 それと、若い大川出身の方でも大川のよさを知らない方がたくさんいらっしゃるので、ふ

るさと学習、特に教育研究所のほうでそのような教材を活用したり、あるいはせんだって大

川市産業史というものが編さんされておりますが、たしか３月28日に発刊予定になっており

ます。その中でも十二、三名の教職員に入ってもらって編さんをしていただいたという、勉

強してもらったということでございます。そういった意味で、研修も少しずつですがやらせ

ているということでございます。 

 ３つ目に、教職員についてのお尋ねですが、確かに議員がおっしゃるように大変な時代で

す。実は、本年度の小学校の採用試験、とうとう２倍を切ってしまいました。ということは、

受ければ大体合格するというようなレベルまで落ち込んでしまったと。その要因は幾つか挙

げられておりますが、１つは、学校の先生は大変やんねということでございます。それとあ

とは、地方から都会のほうに一極集中しているというのもあるんでしょうけれども、いろん

な意味で学校の先生方は大変だなというのは、そういうところからあらわれているんではな

いかなと。そういった意味で、教職員を助けるという意味でも、例えば今回上程しておりま

す教育予算、これも市長おっしゃるように未来予算でございまして、子供たちのために、ひ

いては教職員に余裕を持ってもらうための予算ではなかろうかというふうに思っております。 

 ただ、体罰等に関しましては学校教育法で禁止されておりますので、これについては私ど

も、個人的でもございますが、オーケーということにはなりませんので。ただ、一人の教員

がいろんなバリエーションを持っておかなければならないということなんですよ。強さはや

っぱり厳しさだと思います、厳しさは優しさだと思います、優しさは正直さ、このようなも

のを教職員が持つことによって、すばらしい教育ができ、そして子供たちにも反映できるん

ではないかなというふうに考えております。 

 ちょっと長くなりましたけれども、以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 15番。 

○15番（永島 守君） 

 答弁ありがとうございます。今回、大川市の職員の中から２名の方が東京のほうに出向さ

れて、新たな学びをもって、そして大川市のために着任されるというようなことになってお

りますけれども、本当に大川市の今の、これは話は少し余談になりますけれども、大川市の
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産業ですね、これは皆さん方がどういうふうに捉えてあるのかわかりませんけれども、産業

としては大変厳しいところにあるだろうというふうに思います。 

 そしてまた、私が今回申し上げておりますのも、人口の減少、出生率の低下というのは、

ある部分では、これは国の、言うならば国策の失敗であろうかというふうに思います。これ

は国難なんですね。私が個人的に言わせていただくと、これはもう当然として財政を必要と

することでありますから、前市長の鳩山市長のときに、養育費の、幼児教育の負担を７割負

担というような、そういう大々的に政策を掲げていただきました。そういう中において、私

はこういう国難、いわゆる政治がやらなければならないものは、私は本来、財政が許せば、

これは国が子供を育てる、私が壇上で言いましたとおりに、こういう国難における人口はど

んどん減少していきます。国民の負担というのは、将来の子供たちの負担というのはどんど

んふえてきます。だから、私は強い人間、耐え得る人間を育てなければならないというとこ

ろはそういうところにもあるわけでありますけれども、ただただ強い人間だけを育ててみて

もどうしようもならない。本来であるならば、財政の中でも国が子供を育てる、いわゆる教

育費の負担は全て、これは要するに国民に負担を与えない。教育施設等についても、そうい

うものをどんどん国が力を入れてやる。そういう時代がやってくればなというふうに思いま

すけれども、これは不可能でありますから、そういうことはできないという前提において、

果たしてどういうようなことをやらなければならないのか。学力、これは必要です。しかし、

やっぱりそういうゆとり教育の原点、言うならば賢い人間、学問ができる人間ばかりが優秀

ではないと。もっともっと見出せるものが、個人個人で持ち味を生かしたそういう教育も必

要だと。詰め込み教育はいけないということで、ああいうゆとり教育がやられたわけであり

ますから、その結果として学力が低下したのは事実であります。 

 今、一生懸命、教育長言われるように、大川市の子供たちというのは随分と学力は上昇し

てきました。しかし、やっぱり教育勅語にもありますように、我が国の、この戦後日本をい

ち早く戦後復興させたのは、教育勅語を受けた、そういう方々が戦後の復興を進め早めたん

ですよ。それが時代とともに新しい、いわゆる占領軍から押しつけられた、これは私の言い

方については反論する方もあるかと思いますけれども、そういう状況の中に少しずつ日本の

教育というのは変わってきました。そして、今現在に至っては、そういろんなことを申し上

げるまでもなく、それぞれが、言うならば日本のことを、将来を考え、次世代、後世のこと

を考えながら改革、改善をなされてきた、そういう結果はいい結果が見えてきました。しか



- 42 - 

し、根本的になるのは、侍が刀を差して物を言わせない、そういう時代から、少しずつ西洋

の文化というのを取り入れながら、そして、外国と対等に渡り合える、そういう西洋の学問

も取り入れながら、そして、明治天皇が掲げてこられたのは、教育勅語をつくった大きな目

的というのは、日本の過去の偉人たち、先人たちの功績だとか、いわゆるそれに限らず、海

外の偉人たちの生きてきた生き方、考え方、結果、これをしっかりと教えてこられたわけで

あります。ただただ私が壇上で解釈したお話をしましたけれども、私は歴史というのはそう

いうものであろうというふうに思います。 

 尖閣諸島の問題もあります。それから、これは竹島の問題もあります。北方領土の話もあ

ります。いろんな形で、例えば時代とともに、やっぱり弱くなってしまった日本が招いた結

果なんです。と私は解釈をしております。これを語ると長くなりますから話しませんけれど

も、やっぱり日本民族の歴史というのはありますし、今の現代の教育の中には根底的に、こ

れは要するにＧＨＱによって全てが否定されましたけれども、やっぱりこの教育勅語という

のは、これは語れば語るほど、思えば思うほど、しっかりと一言一句を見ていくと。やっぱ

り人間の生き方として、親に孝をと。当然として国を愛する、国家を守る、やっぱり国防と

いうのは、これは昔からあるんです。いつの時代か、いろんな戦があって、国は幾つにも分

かれたときもありますけれども、しかし、これも歴史なんです。歴史は、その時代時代、人

間の生き方、生活のありようというのを語っております。そして今があるわけですから、私

はどうぞ、そういう人の生き方については、さらに趣向を凝らしていただいて、時折、教育

の中にも織り込んでいただきたいなと。そういう強い日本、強い次世代の日本を担う子供た

ちを世に出すためには、これも必要であろうと、私はそういうふうに思います。やっぱり最

小限の生きるためにはどういうことが必要なのか。日本で生きるだけではなく、世界に向か

って今後やっていかなくてはならない。 

 私もやがて70歳です。目の前にいたしております。私のこうしてお話しする期間もそう長

いことはないでしょう。いろんなことを申し上げながら私も街頭に立たせていただいており

ます。今議会終わりましても、また大きな目でいろんなことを皆さん方に語り続けていきた

いと思います。 

 どうぞ教育長、健康にしっかり気をつけていただいて、将来の日本を支える子供たちをし

っかりと育てていってください。期待をいたしております。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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○議長（川野栄美子君） 

 引き続き続行いたします。 

 次に、８番福永寛君。 

○８番（福永 寛君）（登壇） 

 皆さんおはようございます。議席番号８番の福永寛です。議長からお許しをいただきまし

たので、一般質問をさせていただきます。 

 さきにありましたように、倉重市長は平成28年10月23日の市長選挙に立候補され、「Ｗｅ 

Ｌｏｖｅ 大川」をキャッチフレーズのもとに、７つの公約を掲げておられます。 

 ７つありますので、番号で言っていきますが、１つは、子供を産み、育てやすいまちづく

り、２、高齢になっても住みやすいまちづくり、３、インテリアの産業活性化、４、若者が

集うまちづくり、５、農業・漁業に一段の活力を、６、災害に強いまちづくり、７、ふるさ

と納税の倍増をと掲げられ、多くの市民の皆様から力強い推薦と御支持を受けられ、第10代

倉重市長が誕生いたしました。また、不況が長引く経済情勢の中、さまざまな大きな課題が

山積みしている中で、市長就任されて以来、１年半が経過しようとしておりますが、市民の

皆様から寄せられた期待に応え、初心を忘れることなく諸課題に取り組み、市民の皆様が未

来に希望の持てる大川をと実感できるよう、さらに努力を重ねてまいるとのことですので、

大川市民のため、また、市政発展のため、なお一層の御尽力をお願い申し上げます。 

 さて、今回の質問は、通告しておりますとおり、大川市子育て支援についてお伺いいたし

ます。この問題については、幾度となく皆様から質問をされておりますが、私なりに質問を

したいと思います。 

 大川市子育て支援について、さまざまな支援を行ってありますが、特に保育料の７割軽減

をしてありますが、その中、目をみはるものがあります。現状の成果をお願いいたします。 

 次に、大川市子育て支援総合施設整備計画とはどんな目的を持って計画されているのか、

その内容についてお伺いいたします。 

 以上、２つの案件につきまして質問をしましたが、以上で壇上からの質問を終わります。

あとは質問席にてお伺いいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君）（登壇） 
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 おはようございます。福永議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに保育料の70％軽減についてでありますが、この施策を実施するまでは、本市より保

育料が安いという理由で近隣市町への子育て世帯の流出が見受けられ、人口減少の一因とな

っている状況でありました。そこで、子育て世帯の経済的負担を軽減し、子育て世帯の流出

を減少させることを目的に、平成27年度から保育料を国の基準額よりおおむね70％軽減する

施策を実施しています。 

 その効果といたしましては、出生数の増加や、とりわけゼロ歳から５歳児の転入者が転出

者を上回る社会増加が見受けられ、ゼロ歳から５歳児の人口を比較すると、今まで減少して

いたところが増加に転じているところであります。このようなことから、人口減少に歯どめ

をかける施策の一つとして効果を上げていると考えております。 

 次に、大川市子育て支援総合施設整備計画について、どのような目的を持った計画である

のかという御質問にお答えいたします。 

 子育て支援に関するニーズが多様化している中、地域を挙げて社会全体で子育てを支援す

る新しい仕組みを構築することが、これからの課題となっております。 

 現在、母子保健事業は、保健センターを拠点に、母子健康手帳の交付に始まり、妊婦健康

診査や乳幼児健康診査、予防接種などの事業を行っております。 

 また、子育て支援事業は、子育て支援センターを拠点に、保護者の交流の場の提供、子育

てに関する相談、子育て関連情報の提供、子育て講演会の実施、子育てサークル育成・支援

などの事業を行っています。 

 さらに、乳児家庭全戸訪問や要保護児童対策、いわゆる児童虐待対応については、子ども

未来課がその任に当たっております。 

 平成28年10月からは、ファミリー・サポート・センターを大川市社会福祉協議会内にスタ

ートさせ、子供の一時預かりによる子育て支援を行っております。 

 これまでも、母子保健と子育て支援のそれぞれの部署や担当スタッフが個別の役割を果た

しながら、同時に日常的に綿密な連携を図り、子供や保護者への支援を行ってまいりました。

しかしながら、保健センターや子育て支援センター、子ども未来課、ファミリー・サポー

ト・センターなどは、それぞれ別の場所にあり物理的に距離があることから、スタッフ間の

情報のタイムラグが発生したり、急用時の対応に苦慮したりすることもありました。また、

子育て世代の市民の視点に立てば、相談窓口や関連事業の実施場所が分散していることによ
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り、保護者がどの機関や施設を利用していいのか戸惑うこともあり、さらには必要な情報が

必要な保護者に届いていなかったことも考えられます。 

 このような諸課題を解消するため、10人の委員から成る大川市子育て支援総合施設整備計

画策定委員会において、必要な機能や施設の規模、施設建設の場所について協議され、子育

て支援総合施設を大川中央公園の一角に整備するという提案をいただき、これをベースに市

の子育て支援総合施設整備計画といたしました。 

 この子育て支援総合施設整備計画は、市内随所に分散している母子保健と子育て支援のそ

れぞれの機能や事業を統合し、相互連携をより一層深め、市民一人ひとりに寄り添った支援

とサービスを提供する施設を整備することを目的としたものであり、子供を産み育てやすい

大川のまちづくりに資するものであると考えます。 

 以上、答弁漏れ等がございましたら、自席よりお答えをいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 ありがとうございました。それでは、まず、子育て支援については、いろんな方の効果が

あったということでお聞きしました。この事業は鳩山前市長のときからの引き継ぎだと思い

ますが、後でも申しますが、本当になかなか苦慮してあるなという思いも少しは持っており

ます。 

 それでは、まず、大川市は過去最大の17,070,000千円の当初予算を出しておられます。そ

の中でも、保育料の軽減措置にも引き続き201,940千円程度の予算を計上されています。子

育て支援の実態の効果はどのように思ってあるのかお伺いしたいと思いますが、よろしくお

願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 子ども未来課長。 

○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 子育て支援における保育料の70％軽減の効果ということでございますけれども、その効果

といたしましては、市長が壇上で申し上げましたけれども、長く減少傾向にありましたゼロ

歳から５歳児、いわゆる就学前児童の人口が、わずかではありますが人口増に転じたことが

上げられるのではないかと思っております。 
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 具体的な数字を上げますと、過去五、六年の推移でいきますと、平成24年の末でゼロ歳か

ら５歳児の子供の人口が1,473人、前年との比較では30人の減少となっております。25年末

では1,400人、前年比で73人の減、26年末は1,325人で前年比75人の減、保育料軽減を始めま

した平成27年末は1,324人で１人の減、平成28年末は1,348人で24人の増加、平成29年末は

1,372人で24人の増加となっておりまして、就学前児童の人口減少には一定歯どめがかかり、

また、それによって一定の効果が出ているのではないかと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 ありがとうございました。本当にここ二、三年増加している傾向であるとは思いますが、

本当にこれからも私たち、子供は宝だという思いも思っております。本当に一生懸命また行

政のほうも働きかけていただいて、よりよい保育料の軽減に対しては努力していただきたい

なという思いもございます。どうかよろしくお願いしておきます。 

 次に、ことしの３月で大川市の保育園の中から４月にまた１年生として迎えられる人、ま

た、その他の市町村に出られる人もあると思いますが、それはまことに私は残念なことだな

という思いもございます。どうかその辺のところがありましたら、実際はあったのか、本当

にあるのか、把握できておればお聞きしたいと思います。 

○議長（川野栄美子君） 

 子ども未来課長。 

○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 保育料の70％軽減の恩恵を受けて、小学校に上がるときは市外に出ていく方がいらっしゃ

るのじゃないかという御質問かと思いますけれども、今年度、平成30年度に入学される方の

中で市外に転出されるお子さんは５人いらっしゃると聞いておりますけれども、二百数十人

の入学があるかと思うんですけど、その中の５名ということで、親御さんのそれなりの転勤

とか何かの事情があるのかなということで、70％軽減が終わったというか、それがあとない

から転出されるという話は、ちょっと聞いたことはございません。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 



- 47 - 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 どうもありがとうございます。それを聞いて少し安心しておりますが、本当にいろんな形

で、こっちが安かったから、また学校は違うところに行くぜというような思いも親は持って

あられるかなという思いで質問したわけですが、本当に今お答えを聞いて安心しております

が、よろしくお願いしておきたいと思います。 

 次に、未来に希望の持てる大川ということですが、子育て支援金は未来への投資だと私は

思います。ですが、引き続き続けていかれるのか、市長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 保育料の軽減を続けるのかという御質問かと思います。 

 私はやっぱり、前市長の時代に始められた政策でありますけれども、先ほど言いましたよ

うに、一定の効果が上がっているということでございますので、今後、財政の面、いろいろ

ございます。正直言いまして、２億円を超えてくるということになりますと、財政に与える

影響というのはかなり大きいというのは認識はしておりますが、これは私としては必要な政

策であって、今後もできるだけ続けてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（川野栄美子君） 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 ありがとうございます。本当に未来に向かって、大川市民は今の言葉で少し安心しておる

かなという思いもございますが、本当に経済情勢が悪い中に、こうして前の市長さんから引

き継いで倉重市長は一生懸命努力しているなという思いもございますが、より一層の大川市

の発展のためにも、よろしくお願いしておきたいと思います。 

 続きまして、大川市子育て支援総合施設建設について、私は決してセンター建設について

は反対ではございませんが、また、ちょっと述べさせていただきますが、大川市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の中に、主な施策の事業に掲げられてある大川中央公園リニューア

ルについて、私は平成28年２月の全員協議会の中で、中央公園のリニューアル事業はどのよ

うに進めていくのか聞きましたが、そのときの池田課長の答弁では、地方創生の中では、結
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婚から子育てまで切れ目のない支援、その中で、中央公園のリニューアル事業として上げさ

せている。基本的には施策に基づきやっていくのが、具体的には中央公園は昭和60年に開設

され、70ヘクタール（51ページで訂正）ある貴重な中心街にあるということです。また、公

共事業空間で開設して30年経過し、私思うのに、34年から35年たっておるかなという思いも

ございます。 

 あわせて、公園東側には郷原一木線が完成し、図書館、保健センターがある周辺環境も大

きく変革している。中心街地となる総合公園としても、このようなことを踏まえ中身を整備

していくと答弁されてありますが、このときから考えてあったのかなという思いであります。 

 倉重市長は、さきに質問したときには、１か所に集中することで公共施設の面積自体を全

体的に減らしていけるのではとの思いで、中央公園につくったほうが市民が集まりやすいと

いう思いで計画しているとのことですが、中央公園は立派な木や緑が生える多目的広場とし

て利用されております。公園は市民の財産であると私は思いますが、そこに建設するのはい

かがなものか、市長のお考えをいま一度お願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 先ほど議員がおっしゃられたように、いろいろな場所に点在していますので、それを集約

してつくりたいというのが強い思いでありまして、また、つくる場所としては、答申にもい

ただいておりますけれども、特に中央公園の東側に今、郷原一木線が通りまして、新しい流

れができておりますので、公園全体としては東側をエントランスにしてまいりたいという、

これは一つの考えがございます。 

 そういう考えのもとで、図書館なり保健センターなりと近い、あるいは一つ私が想像して

いる姿というのは、例えば、多分公園のグラウンドの利用者の大半がグラウンドゴルフに使

用されているんじゃないかなと思うんですけれども、グラウンドでグラウンドゴルフをされ

ている高齢者の方々、そして、そこに赤ちゃんを連れた子育て世代の方々、あるいは南側は

児童広場がございますから、世代間がそういうところで一緒に過ごされている、あるいは声

が届くというような姿も大変いいのではないか。そしてまた、今後やっぱりそういうコンパ

クトに集まりやすい、そして、買い物もしやすいと。一番は保護者の方、あるいは妊婦さん

の気持ちに立ったときに、どこが一番いいのかと。市役所も近い、保健センターも近いとい
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うことで、そういうところで中央公園が一番いいよという答申をいただいて、そういうこと

を、私も同じ考えで中央公園につくっていくのがいいのではないかというふうに考えている

ところであります。 

○議長（川野栄美子君） 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 ありがとうございます。私は、緑がせっかく35年たった今、本当に今、市長はどこにでも

木を植樹しに行ったりそういうふうな思いであるのに、木を伐採してそこに持ってくる思い

が私は残念でなりませんが、大川はインテリアのまちで、木を使った木工産業でございます

が、本当に木を優しく扱っていく思いが大半、私はそれでいいのかなという思いで、この質

問にしておりますが、さきに述べましたように、中央公園リニューアル事業計画は２年前に

報告がありまして30年、また、ことしの１月まで何の音沙汰もなくぽんと出して、この計画

をするよというような思いでおったんですが、昭和47年から整備され45年たった今、都市公

園法の改正により公園に設置することが可能になったからということですが、本当に当初土

地を提供された方々の思いは、公園として土地を提供したのに、どう思われるかなという思

いもあります。 

 私もスポーツをする者として、大体半分ほどリニューアルするということで考えているよ

うなこともおっしゃられておりますが、球技場として利用できるよう、整備のほうをお願い

します。 

 私は野球は理事長をやっておりますが、本当に筑後川総合運動公園が立派に整備されてお

りますので、半減するのは仕方がございません、中央公園でするのはですね。本当に愛する

者として、またそこにリニューアルされて立派な多目的広場なり球技場にしていただきたい

なという思いが今しておりますが、その辺のところのお考えをお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 運動広場の件であろうと思いますが、そういったことで、中央公園にぜひ子育て施設を持

っていきたいという思い、そして、そのために、現状いろいろ運動広場で使われております

ので、利用されている方々の公園としての機能をなるだけ落とさないようにするためにとい
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う思いがございます。 

 そういう中で、今、ゾーニング案を検討中でございますけれども、その中で、運動広場の

機能確保を図るために、グラウンドの形は変わりますけれども、グラウンドを確保するため

に築山を改修して、グラウンド全体の面積としては若干広くするようなイメージで今検討を

しております。 

○議長（川野栄美子君） 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 ありがとうございます。私、本当にその意見を聞いて安心しておりますが、本当に立派な

多目的広場なりに改修していただければなという思いで、また再度お願いしておきたいと思

います。 

 いろいろ後に２名ほどこれに関しては言われるような質問がありますので、それについて

は、もうこの辺で終わりたいと思いますが、要望だけさせていただきます。 

 ナイター照明のことですが、私は植木元市長時代から修理がなかなかできないと、可能な

ら修理を行ってくださいと要望してきましたが、いまだに進んでおりません。その辺のとこ

ろを検討をよろしくお願いしておきたいと思います。 

 それとまた、最後になりますが、子育て支援総合施設整備計画は、都市公園法改正の趣旨

に適合したと述べてありますが、せっかく中央公園のグラウンドまで削ってつくるのであれ

ば、市民の皆様から立派な施設と言われるような施設をつくっていただきたいと思っており

ます。 

 市長、市民の皆様が未来に希望の持てる大川を実感できるよう、大川市政発展のため御尽

力をお願いして、今回の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（川野栄美子君） 

 ここで暫時休憩をいたします。なお、再開時刻は10時40分といたしますので、よろしくお

願いいたします。 

午前10時25分 休憩 

午前10時40分 再開 

○議長（川野栄美子君） 

 休憩前に引き続き本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 



- 51 - 

 ８番。 

○８番（福永 寛君） 

 済みません、訂正をお願いしたいんですが、私、質問の中で中央公園の面積について70ヘ

クタールということを言いましたが、７ヘクタールが正しい数字ですので、訂正をお願いし

ておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 訂正でございました。 

 次に、３番筬島かおる君。 

○３番（筬島かおる君）（登壇） 

 皆様おはようございます。議席番号３番、無所属議員の筬島かおるでございます。今回は

通告に従いまして、大川市が建設を予定している大川市子育て支援総合施設について質問し

てまいります。よろしくお願いいたします。 

 子育て支援の問題につきましては、私は以前から関心がございましたし、大川市も子育て

支援に関する施設を包括的に集約した子育て世代の主に若い母親を支援する使い勝手のよい

施設がぜひとも必要だと感じておりましたので、子育て総合施設の整備が計画されているこ

とについては大いに評価いたします。 

 今定例会では、私を含めて７名の議員が質問をされることになっておりますが、そのテー

マを見ますと、７名中６名の方が子育て支援総合施設と何らかの関連があるテーマとなって

おります。それだけ大川市のこれからを考える上で、子育てや教育、それに関する施設など

がいかに重要で、問題であるかを示唆しているのだろうと思います。 

 先月、２月の議員全員協議会の場で大川市子育て支援総合施設整備計画をいただきまして、

施設の概要を知りました。前回の12月定例会の一般質問において、子育て支援総合施設の建

設を検討されているようであるが、新たに建設されるのであれば、子育て支援総合施設と親

和性のあるような施設との複合施設とすることはできないかとお尋ねしたところ、子ども未

来課長のお答えでは、他の施設との複合化は考えていないが、市内に点在する子育て支援施

設を集約化して、妊娠期から子育て期までにわたるさまざまな予防に対して、包括的にワン

ストップで支援できるような施設としたい旨の御回答をいただいております。私は今でも複

合施設とする方向を目指して検討していただきたいとは思っておりますが、子育て世代にと
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って使い勝手のよい、子育てに関する精神的負担といいますか、いらいらを幾らかでも緩和

できるような施設となればいいなと期待をしておりましたし、今でも期待をしております。 

 先ほど言いました子育て支援総合施設整備計画を読んでみまして、まず驚いたのは施設の

大きさです。平家建てで、建設面積は約1,800平米とあります。平面計画のイメージ図には、

建物だけの縦横がＡ案では67メートルの35メートル、Ｂ案では76メートルの31.5メートルと

なっております。このほかに駐車場を併設することになっておりますので、この予想外の規

模の大きさに驚きました。 

 今回の計画では、この大規模な施設が大川中央公園内に建設されることになっております。

中央公園は設置されて30年以上が経過しており、大川市民の憩いの場として定着しており、

それなりの機能を果たしているものと私は思っております。そのような公園内に、このよう

な大規模の施設を建設するとなると、公園としての機能を阻害することにはならないのでし

ょうか。子育て支援総合施設の中央公園内への設置は、施設の必要性は理解できても、その

施設のせいで公園の機能が損なわれるとなると、今まで公園を長年利用してきた市民の反発

は大いに想像できます。長年公園を利用してきた市民からすれば、公園の機能を損なってま

でそのような施設をつくる必要があるのかなどの意見が大きくなり、そもそも子育て支援総

合施設などという施設は必要ないのではないかという意見が出てくることも容易に想像でき

ます。自分たちの世代ではそのような施設はなかったにもかかわらず、自分たちは立派に育

っているし、母親も苦労しながらも立派に自分たちを育ててくれたなどの意見を言う人が必

ず出てくると私は思います。そのような意見が大きくなり、子育て支援総合施設の建設計画

が頓挫してしまうことを私は一番おそれております。 

 子育て世代の悩みは、数年を経過すれば、その悩みから解放される問題とも言えます。赤

ん坊から小学校に入るまでの数年間、母親は未経験な子育てに悩み、自分自身の社会的生活

との葛藤に精神的に追い詰められたような母親が数多くいらっしゃいます。そのような子育

ての悩みを日常的に手助けできる家族が周りにいない場合、公的な支援が必要だと私は考え

ております。そのような意味からも、これからの大川市にとって、子育て世代の若いお母さ

んたちを支援する、ひいては将来の大川市民となる子供たちの将来にとって、子育て支援総

合施設はぜひとも必要だと私は考えておりますが、市民の間から子育て支援総合施設の不要

論が上がりかねないような今回の中央公園内への子育て支援総合施設の建築計画について、

市長の所見を伺います。 
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 あとは質問席にて質問いたします。よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君）（登壇） 

 筬島議員の御質問にお答えいたします。 

 福永議員の御質問にお答えしたように、大川市子育て支援総合施設は、母子保健と子育て

支援の相互連携をより一層深め、一人ひとりに寄り添った支援とサービスを提供し、包括的

にワンストップでサービスを提供できる体制と環境を整備するため計画しているものであり

ます。施設建設の場所につきましては、施設へのアクセスや周辺の環境、他の施設との連携、

敷地の確保等を総合的に勘案し、現在リニューアル計画のある大川中央公園の一角としてお

ります。 

 大川中央公園リニューアル事業でありますが、現在子育て支援総合施設の位置や規模など

も配慮しつつ、市道郷原一木線からのアクセスへの向上や、現代の公園づくりの大きな要素

である解放感の創出など、中心市街地にある貴重な公共空間として公園事業のゾーニング案

を検討中であります。その中で運動公園の機能確保を図るため、クレーグラウンドの形状は

変わりますが、築山を改修し、面積に関しましては、現在より若干広くなるように考えてお

ります。また、公園内での散歩やジョギング利用なども含めて、来年度予算にてお願いをい

たしております改修設計業務の中で、現状の利用実態に配慮し詳細な検討を進めてまいりた

いと考えております。 

 いずれにいたしましても、平成28年２月に策定をいたしましたまち・ひと・しごと創生総

合戦略におきまして、施策の基本的方向の一つである結婚、出産、子育てしやすい環境づく

りの推進に向けまして、児童広場との連続性による相互の利便性の向上や駐車スペースの共

有を図るなど、公園施設との連携による相乗効果を勘案した子育て支援総合施設整備を行っ

てまいりたいと考えております。 

 以上、答弁漏れ等ございましたら自席よりお答えいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 御答弁ありがとうございました。中央公園のリニューアルを行い、公園機能を損なわない
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ようにするとの御回答でしたけれども、私は納得できません。公園機能を損なわないように

すると言われましても、具体的にどのような改修工事を行うというような、絵図といいます

か、プランを提示していただかないと、公園内に子育て支援総合施設を建設したほうがよい

のか悪いのか判断のしようがないじゃないですか。公園法が改正されて、都市公園における

さまざまな制限が緩和されたことは聞いておりましたが、私の理解では、カフェやレストラ

ンなどの公園内の営業が認可されたのは、公園を利用する人たちの利便性を考慮した公園の

機能をある意味向上させる措置だろうと思いますが、公園内に保育園等の社会福祉施設の設

備が認可されたというのは、都会地において園児の送り迎えで周辺道路が混雑するとか、園

児たちの声がうるさいなどの住民の反対運動などから、都会地では保育園や幼稚園の設置が

できづらくなったことからの待機児童解消のための保育園の増設がままならないことからの

苦肉の策だと私は理解しております。そうであるなら、大川市にとってわざわざ公園内に社

会福祉施設を設置する理由にはなりにくいのではないでしょうか。どなたでも結構でござい

ますので、お答えをお願いいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 池田都市計画課長。 

○都市計画課長（池田哲男君） 

 中央公園内に子育て支援総合施設を設置するということに関連する御質問ですけれども、

まず第１点といたしましては、私ども中央公園のリニューアル事業につきましては、基本的

に先ほどの市長の答弁にもございましたように、平成28年２月に策定しましたまち・ひと・

しごと総合戦略の中におきまして位置づけをさせていただいております。その中では基本的

に結婚、出産、子育てしやすい環境づくりの推進ということで一つの施策の方向としての中

で位置づけをさせていただいております。 

 まず、一番その子育て支援総合施設がここに立地することにつきましてですが、中央公園

には児童広場等がございまして、御承知のように、ここでは子供たちが晴れの日とかかなり

遊んでおります。それから、それとの連続性による施設の、いわゆる子育て支援総合施設に

ついても利用がしやすい。なお、公園についてもそこの児童広場の利用価値が上がるといっ

たことで、その相互連携性というのを一つの大きなポイントとさせていただいているところ

でございます。 

 なかなかですね、いわゆる施設が何かぽんと施設としてくるみたいに感じられるというふ
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うに思いますが、私どもリニューアル計画の中で今ゾーニングを行っておりますが、施設と

あわせて公園全体をプランするということでございますので、いわゆる公園の一部として、

また逆に言うと、子育て支援総合施設が公園の一部を利用するというふうな相互利用の観点

でゾーニングをさせていただいているところでございます。 

 先ほど言われました、保育園とかが都会のほうで手狭になったということで改正されたと

いうふうなお話でしたが、私どもの認識といたしましては、そういった都市公園を有効な、

いわゆる市街地内の公共空地として利用するためにそういった施設との相互利用ができるよ

うに法が改正されたというふうに考えてございまして、保育園等に限らず、そういった各自

治体において必要な施設については、そういう場所に設置ができるようになったということ

が法改正の趣旨だと思っております。あわせまして、この子育て支援総合施設については条

例の改正が必要となりますけれども、条例に規定により設置することが可能となります。 

 スケジュールとかそういったことにつきましてですが、議員おっしゃられるように、言葉

で言いますとなかなかわかりにくいところがございます。私が先ほど申しました公園の中の

一部につくるというようなこともなかなかイメージしにくいというふうに思います。私ども

のスケジュールといたしましては、先ほど市長が答弁いたしましたように、今全体のゾーニ

ング案、要するにつながりですね、つながり方の案をつくっておりますので、来年度早々に

もお示しできるというふうに思っておりますので、そういうふうに考えております。 

 なお、詳細につきましては、来年度予算にてお願いをしている改修設計業務の中で、いわ

ゆる現状の利用実態とか、そういったことを把握しながら詳細の検討を進めてまいりたいと

いうふうに考えてございますが、先ほど市長が申しましたゾーニング案については、来年度

早々にもお示しをしたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 お答えありがとうございました。しかし、そのお答えで果たして市民の納得が得られるの

でしょうか。 

 ところで、施設の建設場所については、中央公園のどの場所に、Ａ案だったらここ、Ｂ案

だったらこの場所といった正確な位置は決まっているのでしょうか、お尋ねします。 
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○議長（川野栄美子君） 

 池田都市計画課長。 

○都市計画課長（池田哲男君） 

 御質問にお答えいたします。 

 もともと中央公園のリニューアル事業の大きな要素としてございましたのが、市長も壇上

で申し上げましたように、中央公園ができたとき、郷原一木線等の計画がございませんでし

た。中央公園自体が西側向きにできています。いわゆる西側の方向に入り口がつくられた形

でできております。皆さん見られると御承知かと思いますが、東側、郷原一木線側について

は、かなり閉鎖的な空間に今なってございます。今回のリニューアル計画の中では郷原一木

線側にメーンの出入り口を設けたいというのが一つもともとリニューアル計画の中の大きな

要素としてございました。いわゆる郷原一木線側を少しオープンにして入り口を確保すると

いうことでございますので、それに合わせて、この子育て支援総合施設についても、いわゆ

る東側ですね、具体にはテニスコートのちょっと北側あたりになりますけれども、そういっ

たところに配置することによって、いわゆる先ほど申し上げました公園内の児童広場、それ

から図書館等との連携もしやすいということで、子育て支援総合施設についてはそういった

位置を考えております。あわせて、今申し上げますように、もともとリニューアル事業の中

で中心市街地に存在する公共空間として郷原一木線側からアクセスがしやすいようにという

ことがございましたので、関係上としてはそういったことで検討しております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 今、都市計画課長のお話でしたけれども、私もう一つ聞いていたのは、これは子ども未来

課のほうでのお答えでしょうか、施設の場所は今テニスコートの北側とかいうふうにお話が

あったんですけど、具体的にその場所というのも指示されていますか。それともゾーニング

だけのざっくりしたあの形だけしか言っていらっしゃいませんか。あれをしたらかなりの、

築山を削ってでも公園は広くするとおっしゃいましたけれども、どういう形になるのかなと、

私は想像できないんですよ。 

 それで、大体1,800平米の大きさ、この施設を置くとしても簡単にはいかない。たった
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1,800平米じゃないです、1,800平米もあるんですよ。この広さを公園のどこに持ってくるか

という、それくらい具体案。場所的に今から、まだ決められていないんでしょうけれども、

そこら辺は私、ある程度皆さん具体策は考えていらっしゃると思うんですけれども、その辺

が全然見えてこない。それを教えていただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 都市計画課長。 

○都市計画課長（池田哲男君） 

 子育て支援総合施設につきましては、会議を持たれて、先ほどのちょっと名前を忘れまし

たけれども、そういった中で規模と、それから機能等を検討されてまいりました。私どもの

リニューアル事業というのももともと検討しておりまして、今回、子育て支援総合施設の大

まかな規模と機能が固まったということで、今現在、それを勘案しつつ中央公園の中でのゾ

ーニングを行っています。位置的には先ほど申しましたように、いずれにしても郷原一木線

側に配置をしたいということで今ゾーニングを行っておりまして、私どもの今検討の中では

大体テニスコートの北側あたりに設置をしていきたいと。 

 今、議員おっしゃるように、なかなか今の現状がこうございますので、絵柄を見ないとな

かなかどういう形になるのかというのが非常にわかりづらいというふうに思っておりますの

で、御理解いただきたいのが、施設の規模と機能が固まったので、今、公園の機能とあわせ

てゾーニングを行っている状態です。その中でそういうふうに考えておりますので、先ほど

申しましたように、来年度早々にもそういった大まかなゾーニング案をお示ししたいという

ふうに考えております。また、その中でいろいろな御意見や利用実態を配慮しつつ、その先

の実施のほうに結びつけていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 ありがとうございました。今の場所をどこにするのかというのは、多分、子ども未来課の

ほうからお答えがいただけるもんと思っていたんですけど、池田課長が言っていただいたの

で、池田課長はいつから子ども未来課の課長になられたんでしょうか。 

 それで、もうちょっとゆっくりしゃべっていただけますか。よろしくお願いします。何せ
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後ろに傍聴の方がいらっしゃいまして、特にそこから言葉で発せられるときに、傍聴席のほ

うには声が届かない。皆さん方がわざわざ傍聴席に来て、大川市はどう議論しているのかと

いうのを見に来られていますので、ぜひ、もっと一呼吸置いてしゃべっていただけませんで

しょうか。よろしくお願いします。済みません、要らんことを言いました。 

 ありがとうございました。Ａ案、Ｂ案ともイメージであり、必ずしも決定したものではな

いということでよろしいでしょうか。規模そのものはほとんど変わらないのですかね、いか

がでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 迫田子ども未来課長。 

○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 計画書に載せておりますイメージ図、Ａ案、Ｂ案とございますけれども、これはまだまだ

イメージの段階で、一応面積のほうも1,800平米としておりますけれども、これは実際の設

計をしていく中でまた変わってくる部分もあるのかなというふうに、イメージ的な捉え方で

お願いしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 壇上の市長の答弁にもあったかと思いますけれども、中央公園のリニューアル計画は以前

から考えられていたとしましても、一般の市民からすれば、子育て支援総合施設をつくるた

めにわざわざ公園をつくりかえまでして大川市は箱物をつくるのかと誤解されかねません。

子育て支援総合施設を利用される方々にとっては、公園内という環境のよいところで施設を

利用できるというのは大きなメリットかもしれませんが、公園を利用するしないにかかわら

ず、子育て世代以外の圧倒的多数の人々にとってはメリットは感じられないのではないでし

ょうか。 

 これだけの規模の施設を建設するとなると、相当な金額が必要だろうと思います。それに

プラスして公園改修のための費用がかかるとすると、財政が厳しいと言われているのに大丈

夫だろうかと思ってしまいます。そこら辺は十分検討された計画だと思いますが、公園のリ

ニューアルには一体幾らぐらいの金額がかかるのでしょうか。 
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 そして、都市計画課長、どの程度の改修をするのか決まっていないのでお答えは難しいの

かもしれませんけど、数千万円で済むのか、１億円かかるのか、２億円かかるのか、それと

ももっとかかるのか、ごくごく大ざっぱな金額で構いませんので、単位だけでもお示し願え

ませんでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 都市計画課長。 

○都市計画課長（池田哲男君） 

 公園リニューアル関係の事業費の御質問かと思います。 

 公園リニューアル事業につきましては、国の補助事業化を来年度、改修設計業務とあわせ

て国、県と協議をしてまいりたいと思っておりまして、いわゆる事業期間としては３年から

５年程度を見込んでおります。事業費トータルでいいますと、おおよそ３億円程度必要では

ないかというふうに思っておりまして、補助率は２分の１ということで国、県と協議をして

いきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 ありがとうございました。今、国補助事業、国県、３年から５年というふうなお話があり

ましたけれども、約３億円ぐらいですかね、間違いないですか。大ざっぱでいいと言ったか

ら念を押したらいかんとでしょうけど、大体それくらいでよございますか。（発言する者あ

り）はい。 

 それでは、約３億円かかるんですよね。それ以上かかるかもしれません。どういうふうな

形になるかわかりませんけれども。計画書の中では施設建設の場所として、施設建設の場所

は、施設へのアクセス、先ほど郷原一木線をおっしゃっておりましたけれども、周辺の環境、

ほかの公共施設との連携、敷地の確保等を総合的に勘案し、現在リニューアル計画のある大

川中央公園の一角としますとあります。もう一回言いますよ。これ書いてあったんですよね。

施設建設の場所は、施設へのアクセスや周辺の環境、ほかの公共施設との連携、敷地の確保

等を総合的に勘案し、現在リニューアル計画のある大川中央公園の一角としますとあります。

もし子育て支援総合施設を中央公園内に設置しないのであれば、公園のリニューアルは緊急
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性のある計画ではないだろうと私は思います。施設を中央公園内に設置することで、公園機

能を維持するために、公園のリニューアル工事を緊急にやらざるを得なくなったと捉えるの

が自然だろうと思います。 

 そのような観点から見れば、私は中央公園内に子育て支援総合施設を建設するよりも、中

央公園や図書館などに近い土地を新たに購入したほうが安く上がるのではないかと思ってし

まいます。私は土地の相場がよくわからないんですけれども、坪当たり100千円だとしたら、

1,000坪で１億円、恐らくもっと安いのかもしれません。公園改修費よりも土地購入費のほ

うが安いのではないですか。そのようなことは当然検討された上で子育て支援総合施設を中

央公園内に建設される計画を立てられたのだと思いますが、改めて伺いますけれども、費用

が余計にかかってまで中央公園内に施設を建設するとなったのはなぜでしょうか、お答えを

お願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 副市長。 

○副市長（石橋德治君） 

 最初にちょっとお断りをしておりますが、もともと中央公園のリニューアルがあったとい

うことでございます。そのために本年度4,000千円の基本設計費をつけていただきましたが、

その後、この計画の中で中央公園ということが出てきましたので、本年度の基本策定を見送

って、場所が確定するのを待っていたという状況でございます。 

 子育て支援総合施設の場所につきましては、中央公園のリニューアルが行われるというの

もそこに持ってきた大きな理由の一つでございまして、このために中央公園をリニューアル

するということではございません。もともとリニューアルの計画があったということでござ

います。 

 それから、先ほど概算事業費を約３億円と申しましたが、これは国の補助にのせるためと

いうのが大きな理由でございまして、これが２億円とか250,000千円では補助対象にならず、

全て単費対応ということになりますので、そういうことも一つ事業費の目安となったところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 
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○３番（筬島かおる君） 

 もう一回言っていただいていいですか。 

○議長（川野栄美子君） 

 副市長。 

○副市長（石橋德治君） 

 もともと中央公園のリニューアル計画があったということで、本年度に基本設計を行うよ

うにしておりました。その中に、この子育て支援総合施設整備計画審議会が始まりまして、

場所の選定もあるということで、設計のほうをことしはちょっと見送ったわけです、もしか

したらここに来るかもしれないということで。最終的にこの計画の中では、中央公園のリニ

ューアルが行われるということもあったのだろうと思います。大きな要因だろうと思います

が、中央公園の一角にということになったのであって、これをつくるために公園のリニュー

アルを行うということではありません。順番が逆でございます。 

 それから、ちょっとさっき私言いましたけど、250,000千円は微妙なところでして、２億

円では公園のほうの補助の対象とはならないこととなっております。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 補助の対象にならないとはどういうことですかね。 

○議長（川野栄美子君） 

 副市長。 

○副市長（石橋德治君） 

 公園のリニューアル事業ですね、一定規模以上じゃないと国の補助対象にならないという

ことでございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 一定規模以上。それじゃ、今度の大川市のこの公園の分は補助の対象にならないんですか。 

○議長（川野栄美子君） 
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 筬島議員、もう少し打ち合わせのときにぴしっとしておかないと、何か違うような感じに

なるので、お願いしておきます。 

○３番（筬島かおる君）続 

 はい、わかりました。 

○議長（川野栄美子君） 

 副市長。 

○副市長（石橋德治君） 

 先ほど申し上げたように、３億円でございますので、補助の対象になります。 

○議長（川野栄美子君） 

 ３番。 

○３番（筬島かおる君） 

 先ほどはどうも失礼しました。副市長が250,000千円とかしきりに言われるから、そっち

のほうにばかり頭がいってしまいましてね、申しわけありません。 

 それの約半額ですね。でも半額でもですよ、それは国が応援してくれる。それじゃ、子育

て支援総合施設、これも公園内にわざわざ持ってくる、確かにここに書いてあるワンストッ

プ──何と書いてあるですかね、施設整備の必要性、３つの課題を解決するために包括的、

継続的に支援する機能と施設が必要であると、市長は何遍もおっしゃっていますよ。それで、

子育て世代包括支援センター、妊娠期から子育て期までの包括的ワンストップ支援サービス

と、すばらしい言葉です。本当に私はすごいなと思いますけれども、公園がどうしても気に

なるんです。 

 公園がこういうふうな形になって、先ほど土地を買うたがいいんじゃなかろうかとかいう

ふうな話もしましたけれども、かえって一つの体制、市役所に近い施設を総合的に、前回は

複合施設とか言いましたけれども、大川市は今度、公的な建物もたくさんいろんな見直しを

しないといけない状況にあります。今、土地も随分、大川市は安くはなっておると思います。

必ずしも大川市の公園に持ってこんでもよかろうもんと言いたくなります。そういう過程に

なったいろんな話し合いがあってこういうことになったんだろうと思いますけれども、もっ

としっかり審議していただきたいなと思って、大川市にとってどうしたら一番いいのか、市

民に対して利便性をどんなして提供できるのかというのをしっかり考えていただきたいと思

います。 
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 私は、子育て支援センターにしたって、最初から子どもに関する子育て支援センターのこ

とでも随分いろんなことを言わせていただきました、一般質問では言っていなかったんです

けれども。子育て支援センター、子育てするお母さんたちをどういうふうにして守っていく

か、どういうふうにして孤独に自分たちの悩みをどうして聞いてやれるか、そういうのは、

今まで私たちも子育て世代はありましたよね、何年間も。ありましたけれども、それはいつ

の間にか忘れられたような状況にあります。その忘れられた状況なんですけれども、私はた

またま親がいて同世帯に３世代ありまして、その点、お互いに見てもらって、私は親からも

子供を見てもらった中にいろんなことをすることができましたけれども、今のお母さんたち

は核家族になっておりまして、いろんな問題を抱えていらっしゃいます。こういった世代を

どう守ってやるか、悩みを聞いてやるかというのは、大川市はそこに優しい。そういったも

のを手当てしてくれるというようなことがあれば、私はもっとすばらしいことだろうと思っ

ております。 

 私は壇上でも言いましたけれども、子育て支援総合施設はぜひともつくっていただきたい

んです、本当は。切望しております。先ほど言いましたけれども、私も３人の子供を育てた

経験がございまして、子育ての大変さもわかります。市長もおわかりになってある、皆さん

子育てをされていらっしゃると思います。男性にはわからない女性の観点があります。私の

娘も１歳と３歳の子供を持っておりますが、子供は物すごくかわいくて、子供を持ってよか

ったと思うが、自分の思いどおりにならず、子供に手を上げたくなるときがたまにあると漏

らしておりました。 

 そのようなことからも、子育て世代の母親を支援するための子育て支援施設の必要性は身

をもって感じております。しかし、このような施設はどうしても建物が立派でなければなら

ないとか私は正直思っておりません。入れ物の立派さよりも子育て世代の母親を支えるスタ

ッフの立派さこそ重要だと思います。建物の優劣よりも優秀な人材の育成こそ心血を注いで

ほしいと思います。子育て関連施設を１か所に集約するとなると、かなりの規模の建物が必

要になるのは理解できますけれども、保健センターなど子育て施設と融和性の高い施設との

建物の共有化なども検討すべきだと思います。今まで私はずっとそれを思っておりました。 

 今回の質問で行政の決定に影響を与えるなど思い上がってはおりませんが、このような問

題に限らず、行政が物事を決定するに当たって、決定してしまう前に、住民の意向に丁寧に

耳を傾け、十分な説明を心がけてほしいと、切に願っています。 
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 自分自身の議員としての能力不足をさらすようで恥ずかしい発言ではありますが、決定し

ていないから答えられない、言えない、それからしばらくすると、決定してしまったので変

えられないというような行政の姿勢はぜひとも改めてほしいと願いまして、今回の質問を終

わります。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 一般質問を続行いたします。 

 次に、11番水落常志君。 

○11番（水落常志君）（登壇） 

 皆様こんにちは。微妙な時間をいただきました。一般質問をさせていただきます議席番号

11番、水落常志でございます。どうぞよろしくお願いします。 

 寒い冬が終わり、ようやく暖かくなってきたきょうこのごろ、３月議会を迎えることとな

りました。この議会は、今年度の予算を精査する大事な議会だと思っております。30年度の

大川市民にかかわる大切な予算です。慎重に審議をしていきたいと思っております。 

 話は変わりますが、先月９日から韓国の平昌で行われましたオリンピックを見て、皆さん

も日本選手の活躍に一喜一憂されたことと思います。オリンピック開催前の世界情勢から、

どのようになるか心配しておりましたけど、開催期間中は何事も起こらず、約２週間前に閉

会いたしました。今月に入り、韓国と北朝鮮の南北首脳会談や、イスラエルでのアメリカ大

使館移転問題によるパレスチナとの中東の危機、世界情勢がまた動き始めました。日本を取

り巻く世界の動きに緊張を余儀なくされる状況になってきております。何事もなく、世界が

平和であることを願うばかりであります。 

 さて、本題に入らせていただきます。 

 今回、私の質問は、大きいくくりで言いますと、大川の農業についてです。この質問は、

前々市長の植木市長、前市長の鳩山市長にも行いました。また、この質問は倉重市長就任後

すぐにでもやりたかったのですが、１年間、大川市の農業に関する施策や実情を見ていただ

いてからの今回の質問になったわけです。 

 倉重市長は、皆さんも御存じのとおり、早稲田大学を卒業後にＪＡ福岡中央会に就職され、

市長に就任されるまでの約15年間、日本の農業の現状や今後についてたくさん勉強され、農

業への思いは人一倍強い思い入れがあると思っております。そんな倉重市長の思いを大川で
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農業に携わる者として聞き出したいと思っております。 

 倉重市長、執行部の答弁の後、補足したいことや見解などございましたら、進んで手を挙

げて発言していただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 壇上からは、今現在の集落営農組合について質問させていただきます。 

 集落営農組合とは、集落を単位として農業生産過程における一部、また、全部についての

共同化、統一化に関する合意のもと実施される営農のことをいいます。また、農村社会の活

性化、集落営農活動により地域住民の相互理解や連帯感が深まり、農村文化の継承や農村の

景観、保全等の取り組みを通じて、集落コミュニティの活性化を図ると書いてあります。集

落営農組合への取り組みは、農林水産省指導のもと、平成18年設立時から５年以内の平成23

年度までに法人化する計画でスタートしました。しかしながら、途中、政権が民主党にかわ

り、国の新しい農業者戸別所得補償制度の導入といった農業政策の転換等もあり、当初計画

しておりました法人化ができなくて、新たに５年の猶予をいただき、平成28年までに法人化

計画をすると承知しております。しかし、まだ法人化されていない集落営農組合があると存

じております。その状況を踏まえながら現在の集落営農組合についての状況をお聞きしたい。 

 あとは質問席から質問させていただきます。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君）（登壇） 

 水落議員の御質問にお答えをいたします。 

 私も平昌オリンピック、大変感動をいたしました。 

 御承知のとおり、本市の農業は、米、麦、大豆などの土地利用型農業や、特産のイチゴ、

アスパラガス、青ネギなどの施設園芸型農業が営まれております。その中でも水田を利用し

た土地利用型農業につきましては、後継者不足や高齢化といった大きな課題を抱えており、

このままでは耕作放棄地が増加するなど、私が愛する大川の農村風景や環境が守られない状

況になってしまうのではないかと危惧をしております。 

 こうした中、本市は数年前より県、ＪＡなどの関係機関と連携し、国の農業政策を背景に

設立された集落営農組合を対象として法人化を推進してまいりました。その結果、現在、集

落営農型農事組合法人として20組織が活動をされております。しかしながら、各組織におか

れましては、構成員の高齢化が進む中、法人経営の先行きに不安を抱えておられると承知を
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しております。今後、法人経営体として安定的な運営を行っていくためには、組織内の担い

手育成や雇用の確保が重要であり、そのためにも野菜などの新たな品目の導入や６次産業化

などの取り組みが必要になると思われます。市といたしましても、こうした取り組みが進ん

でいくよう、県、ＪＡなどの関係機関と連携をしながらサポートをしてまいります。また、

個別の認定農業者や新規就農者の育成確保も重要な課題であります。いずれの農業者も収益

性の高い施設園芸を主体とした経営がほとんどでありますので、今後も補助事業などを活用

していただきながら、農業経営の改善に向けた取り組みを支援してまいります。 

 一方で、農業人口の減少とともに農村地域の過疎化も進行しており、多面的機能を有する

農地や水路などの、いわゆる地域資源を保全管理することが困難となってきております。こ

のため、国では農業者に集中する地域資源の保全管理を地域ぐるみで支えていく取り組みを

支援するため、多面的機能支払交付金事業が実施されており、現在、市内21の地域で取り組

まれております。この取り組みは地域を守る大変重要な活動でありますので、引き続き支援

をしてまいります。いずれにいたしましても、多様な担い手の育成確保と多面的機能を有す

る地域資源の維持を車の両輪として取り組んでいくことが必要でありますので、国、県の農

業政策を十分に活用し、県、ＪＡなどの関係機関と連携しながら農業、農村の振興に努めて

まいりたいと考えております。 

 以上、答弁漏れなどございましたら自席よりお答えいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 水落議員にお尋ねしますけれども、微妙な時間でありまして、今お答えになりましたが、

引き続きいいということだったら12時までやりますけれども、切りがいいところでといった

らここで切らせてもらってもいいかなと思いますが、質問をしやすいようにしたいと思いま

すので、いかがでしょうか。 

○11番（水落常志君） 

 よければ昼からお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 それでは、ここで暫時休憩いたします。なお、再開時刻は13時といたしますので、よろし

くお願いいたします。 

午前11時37分 休憩 

午後１時   再開 
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○議長（川野栄美子君） 

 休憩前に引き続き本会議を再開し、水落議員の一般質問を続行いたします。 

 なお、この際申し上げます。残りの質問時間につきましては、14時18分までとなっており

ますので、御協力のほどお願いいたします。11番水落常志君。 

○11番（水落常志君） 

 午前中、市長、御答弁ありがとうございました。 

 休憩を挟んでおりますので、ちょっと気が抜けたような形になっておりますので、昼から

気合を入れて、また頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 先ほど御答弁いただきましたが、まだ集落営農の組合さえできていない集落とか、また組

合はできておりますが、法人化ができていない集落もあり、さまざまな状況になっていると

思いますが、なぜできなかったのか、また今後、そういうのをどのようなふうに指導してい

くのか、よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 私のほうからお答えさせていただきたいと思います。 

 市長答弁でもございましたように、最初24集落営農組織がございましたが、そのうち20が

法人化になっております。残り４つでございます。４つの地域、市内ばらばらに散らばって

おりまして、それぞれ地域の実情とかがあって、法人化をずっとＪＡさんと一緒に進めてま

いったんですが、地域の事情等がございまして、法人化に至っていないような状況だと思い

ます。 

 １つの例をとりますと、未整備田が多く、担い手が少ないでありますとか、農業をしてい

る人のほとんどが施設園芸と土地利用型の認定農業者の方であって、例えば、農業振興地域

から外れているということからメリットがないとか、そういったことも重なって、なかなか

４組織残ってしまいましたけど、法人化に至っていない状況でございます。 

 今後といたしましても、集落営農組織はまだ存続しておりますので、地域の合意形成がま

ず第一でございますので、待ちながらＪＡさんと一緒に法人化に向けた取り組みは進めてま

いりたいとは思っております。 

 以上です。 
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○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 御答弁どうもありがとうございました。 

 いろいろな事情がありまして、法人化されていないということは私もお聞きしておりまし

た。まだ諦めていないというか、法人化に向けて今後も取り組んでいくというお答えを聞き

ましたので、取り組んでいくというよりは、今後は合併とかいろいろそういうのもまた考え

ていかなければいけないのかなとは思っておりますが、それはまた後のほうでも質問させて

いただきますので、よろしくお願いします。 

 次に、認定農業者について質問させていただきます。 

 2014年３月議会の答弁で、112名で法人が２団体、個人が110名と聞いておりました。今現

在、認定農業者数の数なんですけど、どのようになっておりますか、教えていただきたい。

よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 認定農業者の方で、個人の方が118名、法人が先ほど申し上げました20法人全部が認定を

取っていただいていますので、全部で138ということになっております。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 課長、ありがとうございました。認定農業者数は個人でもふえているということですね。

今の集落営農組織が加わりまして、ふえたということですね。わかりました。 

 先ほど質問しました認定農業者についてですが、内訳なんですけど、もうちょっと詳しく

お願いしたいと思います。例えば、米、麦、大豆などの土地利用型の認定農業者だとか、施

設園芸でされている認定農業者とか、また両方、土地利用型も施設園芸型もされている認定

農業者もおられると思います。わかっている範囲でよろしいんですけど、詳しくお教え願え

たらよろしくお願いします。 
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○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 お答えいたします。 

 まず、大きく分類いたしまして、市長答弁にもございましたように、大川市内の営農類型

が米、麦、大豆をつくる土地利用型と、イチゴやアスパラ、ハウス物をつくる施設園芸型と

に大きく分類されますが、施設園芸の方は大部分の方はハウス以外にも土地を持ってありま

すので、自分の農地のほうで、田んぼのほうでは米もつくられるというふうな複合型が大半

を占めております。そういったのを踏まえまして認定農業者の内訳を申し上げますと、118

名と申しましたそのうちの土地利用型だけの方が19名、残りは畜産業とかもいらっしゃいま

すので、ばらっと言いますと残りが全部そういった施設園芸を絡んだ方なんですけど、逆に

言いまして、施設専業の方として私どもが把握していますのは７名、うち畜産１名という形

になっております。一番多うございますのは、水稲とイチゴを組み合わせた営農をなさって

おります方が69名、次に多いのは、先ほど言いました土地利用型の米、麦、大豆の方が12名

という形で把握しております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 御答弁ありがとうございました。 

 認定農業者の中にも、今お答えいただいたとおり、いろんな方がおられるようです。やは

りイチゴをやりながら米、麦、大豆をされている方が多いようですので、その辺をまた後の

ほうでちょっとお聞きしていきたいと思います。 

 それと別に、今度、次に新規就農者について質問させていただきます。 

 過去に大川市でも就農者の高齢化や担い手、後継者不足により新規就農者支援事業や青年

就農支援事業など補助金を出していました。その事業に対して成果ということではないんで

しょうけど、今現在、新規で入られた方の、その事業が始まってからの推移がわかればよろ

しくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 
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 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 新規就農者の推移を簡単に御紹介したいと思いますが、平成24年には１人でございました。

それ以降、25年６人、26年11人、27年５名、28年３名、29年が４名という形で、年平均とり

ますと大体５名弱の方が新規就農等でやっていただいております。そのうち、現在、認定新

規就農者として市が認定をして現在活躍していただいておりますのが、13名の方が活躍して

いただいております。 

 先ほど御質問の中にございました昨年から名前が変わりまして、次世代の交付金のほうに

つきましては、そのうち12名の方が支給、交付されていらっしゃいます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 御答弁ありがとうございます。 

 今、数を聞きましたら、ある程度ふえているというか、これは私たち思ってもみなかった

ことで、よかったかなと思いますけど、これも内訳としては何に対して新規で就農されてい

るのか、お聞きできたらよろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 今現在、先ほど申し上げました13名の方の類型を御紹介いたしますと、アスパラ栽培が５

名、イチゴ栽培が６名、レンコン栽培が１人、露地野菜が１人という形になっておりまして、

やはり施設園芸等を組み合わせた収益性の高い農業にまずはついていただいているという状

況でございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 御答弁ありがとうございました。 
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 やはり土地利用型じゃなくて、そういう形で施設園芸とか、そちらのほうに結構新規で就

農されていると今お聞きしましたけど、この方々は大体年齢といたしましてどのような方が、

若い人が多ければいいんですけど、お年寄りの方とか、そういうのがわかりましたら、よろ

しくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 済みません、平均年齢をとっておりませんが、資料によりますと、先ほど13名と申しまし

たが、20代の方が５名ほど、40代が２名ほどでございますので、中心的には30代の方という

形になります。それと、先ほど申しております次世代……、済みません、名前が出てこなく

て、育成の交付金の部分でございますが、そもそも対象の年齢層が決まっておりまして、45

歳までと決まっておりますので、若いといいましても結構40代の方もいらっしゃるというこ

とでございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 課長、御答弁ありがとうございました。 

 今お聞きしまして、結構若い方がそういう形で新規に就農されているということでござい

ますので、大川にとってもいいことだなと思っております。この若い人たちにこれからも頑

張っていってほしいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 次に、農地中間管理機構による農地の集約について質問します。 

 農地中間管理機構は農地を貸したい農家から農地の有効利用や農業経営の効率化を進める

担い手、農地の集積、集約化を進めるための中間的な受け皿となる組織でございます。福岡

県では、公益財団法人福岡県農業振興推進機構が平成26年３月に農地中間管理機構として県

知事の指定を受けております。農地を貸し出す方は公的機関に貸し出すということなので、

安全で機構集積協力金等とかを受けられるようになっておりますので、また、今まで個人と

個人で結んでありました土地利用権設定のほうを解消してまで行った事業だと思っておりま
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す。あれから４年たちました。大川市で現在どれぐらいの農地が農地中間管理機構に集約さ

れているのか、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 お答えいたします。 

 最初に水落議員が御質問をされたときには３ヘクタールぐらいの集約というふうなお答え

を以前しておったと、何年かの話はなっておりますが、平成29年11月公募までを集計いたし

ますと、331.5ヘクタールほどとなっておりまして、全農地が1,310ヘクタールでございます

ので、25.3％ほどが中間管理機構による集積が進んだということでございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 ありがとうございます。今お話を聞きましたら、全体の25.3％、331.5ヘクタールという

ことでございますけど、それとほかの土地というか、それに入っていないのはまだ個人、個

人で土地利用権を結んである状態とか、そういうふうに思ってよろしいのでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 失礼しました。中間管理ということでございますので、中間管理機構を通じた、先ほど協

力金とかのメリットをとれるような預け方をしてあるのが、先ほど申し上げました331.5ヘ

クタールでございまして、以前から利用権を設定しながら貸し借りをやっている農地がござ

います。その農地の面積が347.7ヘクタールございまして、これは26.5％を占めております。

合わせますと、約680ヘクタールぐらいになりまして、全農地の51.8％ぐらいを占める形に

なっております。 

 なお、いわゆる担い手ですね、認定農業者とか法人とか集落営農とか、そういったところ

に大体国の政策的にこういった集約を進めておるところでございますけれども、そういった

法人とか認定農業者の自作地もございますので、それとか特定作業受託といって作業受託も
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している部分もございまして、実質預けているのに等しいような状況がございます。それを

全部含めますと910ヘクタールほどございますので、かなり集約は進んでいると。普通にい

いますところの約70％ほどに進んでいるという形になってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 御答弁ありがとうございました。 

 始まって４年で一応70％、それとほかに自分でつくってある農地とかもあるんで、ほぼこ

の中に入ってくるのかなと自分では思っております。 

 今まで壇上からとこの質問席から集落営農についてと認定農業者について、新規就農者に

ついて、農地中間管理機構による農地集約について、今４つ大体大まかに質問させていただ

きました。これらのことを組み合わせていきますと、今現在、大川における農業の形といい

ますか、それがちょっと見えてくるのがありますので、ちょっとよろしくお願いします。 

 例えば、集落でイチゴやアスパラガスやネギだけをつくっている施設園芸型認定農業者が

おられるとします。また、新規でもそういう形で施設園芸型が多分多いだろうと思いますが、

おられます。米、麦、大豆だけつくっている集落営農組合、また認定農業者や新規就農者も

その中におられます。そういう形の中で、農地の集約はできていますけど、農地の奪い合い

とか、今現在もめているとか、そういうのは別にないんでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 法人同士の農地の奪い合い的なことということでございましょうが、農地が足りなくて、

そういったふうに当人同士で奪い合っているというふうな状況は私は聞いておりません。た

だ、この中間管理も含めまして、集積・集約化ということは、農作業の効率化を図るために、

もっと言いますなら農作物のブロックローテーションでの作物づくりとか、そういったもの

を推進するためにやっておりますが、まだなかなか地縁、血縁的なもののつながりによる賃

貸借というのも多うございまして、国が理想とするような地域できれいな段々畑みたいな色

分けされたような作物をつくるような形にはなっていなくて、中には法人の中に違う法人の
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方が作付されているようなところも見受けられるのはございます。そういう状況は認識して

おります。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 今、課長答弁いただきました中で、よその集落のほうからつくりに来てあるとか、私もず

っとそういうのを存じておりますけど、知り合いは親戚ということで、三潴のほうにもトラ

クターを回してつくりに行ったりとか大木町のほうに行ったりとか、そういう状況もござい

ます。そういうものを踏まえまして、今後、その集落同士の話し合いとか、今後に向けてと

か、そういう指導とかお考えとかありましたら、お願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 おかげさまでといいますか、法人のほうにかなり集約化はされてきておるのが現状でござ

いますけれども、法人自体が市長の答弁にもございましたように、高齢化の問題とか担い手

不足の問題を抱えております。ですので、今20法人ございますが、結構高齢で、本当に先行

きが見えないという御相談も受けている分もございますので、それを何とかしていかないか

んというふうに思っていますので、そういった法人の問題解決を図る過程の中で、先ほど議

員おっしゃったような部分についての解決策というのは見出していけるんじゃないかと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 今答弁を聞きましたけど、いろいろと農業行政のほうに詳しい倉重市長、今どんどんとそ

ういう形で土地も集約されて、営農組合で一応農業をやって、そういう形で後継者不足のほ

うを補っているところがございますけど、市長から見て、今の状態と、また自分の考えでち

ょっと違うのかなと思うことがありましたら、よろしければ御答弁をお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 
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 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 お答えをいたします。 

 大川市の農業をまず全国に誇ってよいものがありまして、それは耕作放棄地が極めて少な

いということでございます。私、全国の農村を市長になる前に回っておりますけれども、も

う今相当な遊休農地が日本全国にたくさんあります。ただ、この大川に限って言えば、遊ん

でいる農地というのはほとんどないというのが現状でございます。これは統計上も出ており

ますので、推進員を大川市は置かなくていいというような告示にもそのことがあらわれてい

るんじゃないかなというふうに思います。 

 それから、壇上の答弁でも土地利用型と施設園芸型というふうに言いましたけれども、や

はり施設園芸型、例えばイチゴだとかアスパラをつくっておられる農業と、大川市における

土地利用型農業というのは切り離して考えないといけないのかなというのが私の思いであり

まして、施設園芸では何を目的にやっているのかと、これ私、若い農家の方によく言うんで

すけれども、イチゴをつくることが目的ではないでしょうと、それによってお金を稼いで、

生計を立てる、あるいは家族を養うことが目的ですと。そのイチゴ経営をもっと所得を上げ

ていくためにはどうするのがいいのかというのを一緒に一生懸命考えようねというのが私の

施設園芸型農業に対する思いでありまして、一方で、水田中心に土地利用型農業というのは、

北海道みたいに物すごく何十ヘクタールというのを一軒の農家でやって、それで経営をして

生計を立てているという方は大川では少ないわけでして、現実的にそんな農地はこの大川に

はありません。ただ、農地というのはいわゆる社会資本の性格もあって、やっぱり洪水を防

いでくれる、あるいは気温の寒暖差を防いでくれる、田んぼがあるから神社がそこにあって、

我々は農村文化を享受してきたわけでありまして、そういうことも含めて次世代につなげて

いかないといけないと。そうはいっても、田んぼを耕す人がどんどん少なくなっているので、

先ほどから議論になっているような集約化をやっていこうということでございます。 

 余り個人的な思いをこの議会で言うのはあれですけれども、農地中間管理機構については、

私はちょっと複雑な思いがございまして、そもそも行政は利用権設定等促進事業というのを

やっておって、ＡさんがＢさんに田んぼを預けたいと、じゃそこは行政が間に入って権利関

係をしっかりして、じゃＡさんの田んぼをＢさんが耕しましょうねというのがずっとあって、

それをこの地域ではＪＡが農地保有合理化事業という事業を使って仲立ちをしながらやって
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きておって、国の政策としてとにかく集約化を一段進めなければということで、この農地中

間管理機構が出てきて、そこに交付金がついて、お金をもらわないとこれは損だということ

もあって、今どんどんと進んでいる状況でございますが、議員おっしゃるように、形だけつ

くっても、その集落の中に高齢者しかいない、トラクターに乗れる人がもういないというよ

うな状況になってくると、これは元も子もありませんので、まずは集落の中で農地を持って

おられる方の状況がどういうものかというのをしっかり把握をして、じゃ何年後にはいよい

よコンバインの乗り手がいなくなるねと、じゃどうしようかとか、あそこには息子さんがい

て、そろそろ帰ってくるかもねとか、そういう話を地域の中で話し合って、それでいて我々

の集落を守っていこうと、あるいは我々の農村というか、田園を守っていこうという積み上

げの部分が今少し欠けているのではないかなというふうに思っております。形をつくっても、

これは私自身が反省するところでもありますが、形をつくって農地を預けてしまうと、農地

の所有者が自分の田んぼだという認識がやっぱり薄れていくし、代が変わればもっと薄れて

いくということでありますので、法人経営を支えるのはもちろん担い手の方々ですけれども、

日ごろの水管理とか草刈りとか、あるいは例えば田んぼの基幹作業をするときには、子供た

ち、農家じゃなくても、みんなそこに集まってお弁当を食べるとか、そういう村の中心にあ

るように、皆さんで話し合って自分の集落をどうしていこうという気持ちを強く持っておか

ないと、交付金だ、制度だと、そればっかりではこの先はなかなか難しいのかなという思い

が強くございます。なので、市としましては、当然中間管理機構によって交付金が出やすい

ように行政としてお手伝いしていくことはもちろんですけれども、いただいた交付金で何を

するのかと、立派な機械を買うのももちろん大事ですけれども、みんなでそこで営々と田ん

ぼをつくっていけるような仕組みづくりをこれからはしっかりとしていかないといけないと

いうふうに思っております。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 市長、大変貴重な御意見ありがとうございました。 

 今、最後のほうに本当市長からいい言葉をお聞きしました。それは何かといいますと、次

質問に入らせていただく分なんですけど、多面的機能支払交付金について質問させていただ

きます。 
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 この交付金は平成19年に農地・水保全管理支払交付金としての事業が始まり、平成26年か

ら名前が変わり、今現在、多面的機能支払交付金として続けられている事業でございます。

今現在、この交付金を使って自分たちの集落の農地の保全とか補修とか、もちろん景観保全

もですけど、そういうことに対して農業従事者だけでなくて、一般の子供会やら老人会やら

公民館とか巻き込んで、いろいろと行事を交付金いただいてやっておるところなんですけど、

これを今やっている組織がどのぐらい大川市にあるのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 お答えいたします。 

 多面的機能支払交付金事業に取り組んでいただいております市内の組織でございますが、

19組織ございます。そのほかに市外から大川のほうの農地関係の事業をしていただいている

のが２組織ございまして、大川市としてその事業の事務をやっておりますのは合計の21組織

となっております。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 御答弁ありがとうございます。 

 そしたら、大まかな話になるんですけど、今現在、集落営農組合の法人化が20組織あって、

市内で使ってあるのが19組織ということですね。ほとんどそういう形でかぶって交付金を使

って事業をされていると思ってよろしいんでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 法人とこの多面は重なる部分もございますが、原則事業は違いますので、違った形でござ

います。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 



- 78 - 

○11番（水落常志君） 

 ありがとうございます。 

 私もそういう形で全部が全部集落営農の法人化されているところがされているとは認識し

ておりませんでした。ただ、せっかくこういう交付金をいただける事業があるので、先ほど

市長も言われましたとおり、集落のみんなを巻き込んで、例えば、草刈りとか終わってから

みんなで弁当を食べたりとか、そういうことができるような事業なんですよ、これが。それ

で、できた当初はやっていたんですけど、いろいろ面倒でやめたとか、そういう話をたくさ

ん聞いております。なぜそういう形になってやめた組織があったのかなと思って、なぜやめ

たかという理由、わかりましたらお答え願えますでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 多面的機能支払交付金には大体２つ交付金のあれがございまして、農地維持支払交付金と

いう水路や農道の地域で支えるための共同活動に交付する交付金と、資源向上支払交付金と

いいまして、同じような共同活動、植栽とか植えるような共同活動される分と、具体的な施

設の補修するやつがございます。その施設を補修するやつは、大川市内、今回19団体は取り

組んでおりませんので、先ほど言いました農地維持支払交付金と資源向上支払交付金の共同

部分を取り組んでいただいております。 

 それで、御要望が多いのは、やはりクリークののり面が壊れたでありますとか、そういっ

た先ほど言いました地域資源を守っていきたいということを中心にお考えいただくのがある

んですけれども、なかなかこれが使いづらいような交付金になっておると。業者さん一つ頼

むにしても、結構いろんな制約とかルールとかがございますし、本当に事務をしてある方が

苦悩なさっているという話がよく聞くところでございます。また、やりたいことが当てはま

らないとか、そういった話もこの交付金に対する不満というのが出てきておりまして、国に

おいても結構簡素化という形では進めていただいておりますけれども、まだまだ事業に苦労

してある組織が多いんじゃないかと思っております。ということで、これは平成19年から取

り組んでいただいております事業でございますが、ピーク時には、19年でいいますところの

33団体がございましたんですが、途中でしきらんというか、やめられるところがありまして、

結果19団体になっているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 ありがとうございます。 

 今、ピーク時に33団体あったとお聞きしまして、私が思うに、またいろんな人から聞いた

話によると、事務的に最後のほうがせからしいとか、わからないとか、ましてその団体の中

にパソコンを使える方がおらなくては、もう高齢者ばかりやったら、その手続がなかなか難

しいということでお聞きしておりました。そういう感じで、事務処理をされる方がいなくな

り、もうやめたばいとか、そういう話も聞いたこともあります。 

 せっかくこういう形で国のほうから交付金をいただいて、自分の農地をきれいにするわけ

なんで、農業水産課のほうからももう一度これ復活させ、いろんな事務手続も行政のほうか

ら、毎週集まってもいいじゃないですか、お話ししながら一緒にそういう形を手伝っていた

だきながらすれば、また復活する団体もあると思うんですよ。そこら辺のお考えをですね。

本当自分たちの農地を自分たちで守る、また自分たちの地域のところをきれいにすれば、そ

れが周りがあそこはああいうことをしよる、うちはほんならもうちょっときれいにこういう

ことをしようかとか、いろいろ相乗効果が出てくるんじゃないかと思うんですよ。そういう

点におきまして、もう一度この交付金を有効に使えるように行政のほうから指導とかできた

らと思いますけど、いかがでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 こういった制度がございますので、せっかくお金もかなり１反当たり３千円とかという形

で来ますので、使いこなせればもちろんいいことだと思いますし、ただ、こればかりは集落

のほうで主体的に行事等をやっていただかないかん分がございます。まずはそこがコンセン

サスが得られなくて、参加人数が少ないとか行事自体のことが組めないとか、そういうこと

がありますと、その制度自体が使えなくなるということでございますので、一番には集落の

事業のほうをお考えいただいた上で、その事務的な話の分は私どももやりますのであれなん

ですけれども、お手伝いさせていただきますので、やはり議員御承知のように、やれ証拠写
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真じゃ、領収書じゃ、見積書じゃという話の分がございます。そういったのはやはり現場の

ほうでやっていただく方がまずは整理していただいて、その前に事業をちゃんと組み立てて

いただかないかんという分がございますので、そういったところのお手伝いは幾らでもさせ

ていただきたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 課長、御答弁ありがとうございました。 

 そうですね、交付金を受け取ってやるのはその団体になりますので、やっぱりやる気とか、

そういうのが重要になってくるのかなとは思っております。でも、やっぱり自分の土地をそ

ういう形できれいにしたり、補修したり、花を植えたり、ごみ拾いしたりとか、そういうの

にお金を使えますので、もう一度これはほかの団体なんですけど、十分考えていただきたい

なと思います。 

 もう一度、今現在、集落営農組織の法人化されているところで、この交付金を使っていな

いところとかございますでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 ちょっとお時間をいただいてよろしいでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 これは、先ほどの質問は後から結構です。 

 次の質問に入らせていただきます。今度は６次産業についてお話を伺いたいと思います。 

 現在、大川市で取り組まれているものはどのようなものがあるかということと、また、集

落営農の法人化でそういう形で６次産業とか今されてある組織とかあるのか、お尋ねしたい

と思います。よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 
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○農業水産課長（柿添量之君） 

 ６次産業化の取り組み状況ということでございますが、私どものほうで承知しております

のは、市内では地元農産物を利用しました焼き肉のたれを製造してある方、ゴボウ茶の製造、

販売をしてある方、焼きノリと米を利用しましたノリ巻きおにぎりの加工、販売をしてある

方というのを承知しております。６次産業化まで至っていないというか、６次産業化に似た

形での活動というのは、私どものほうで行っておりますがんばる農業支援の中で、女性農業

者対象ではございますが、６次産業化チャレンジ事業というのは一つございますが、これを

御利用いただいている方が１人いらっしゃいまして、道の駅おおきとかでパウンドケーキと

かビスコッティーとかを出されている方もいらっしゃると承知しております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 この６次産業について、市長、大川のイチゴとかいろいろありますけど、今後、市長の考

えでよろしいんですが、何か６次産業につながるようなお考えとかございましたら、ちょっ

とお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 今、課長が申し上げた以外にも、イチゴ農家さんのところに行けば、ジャムをつくって売

っておられたり、アイスクリームをつくっておられたりというふうにされております。６次

産業化はすごく大事でありまして、いわゆる生鮮品以外からの所得を得る手段であるという

ことで大変大事なんですけれども、爆発的に、例えば製造ラインに乗せるようになるまでに

は、やはり相当な投資が必要であります。まずは農業されている方がこういうものを使って、

こういう加工をしてみようと楽しみながらやって、例えば、そういうものを木工まつりです

とか、いろいろなイベントにお出しをされながら、あるいは道の駅に出して、直接消費者の

方と自分がつくった加工した製品を通じて交流を深める中で、きっと多分一人で製品化、そ

して商売までつなげていくというのはかなり難しいところもございますので、いろんなもの

を使いながら、これは当たるんじゃないか、これはいいよね、つくっている側も楽しいし、
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お客様も満足いただけるようなものが見つかると、だんだんに仲間がふえていって、少しず

つそういうものが議員がおっしゃるような６次産業化につながっていくのかなと思っており

ますので、そういう面からしても、小さなことから、いろんなものをそれぞれの方々がやら

れるというのがまず第一歩ではないかというふうに思っております。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 市長、御答弁ありがとうございました。 

 次に、大川市でつくられている特産品についてお聞きしたいと思います。 

 前に質問したときには、特産品の中にイチゴ、アスパラ、ネギ、イチジク、あと水芋とか

三度豆とか、いろんな品物はお聞きしておるんですけど、今また新たにそういうものがござ

いましたらお教え願えませんでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 今、議員おっしゃったような形にプラスしまして、御承知のとおり、トウガラシを特産化

したいということで、御予算いただきまして、３年前から試験的がちょっとまだ長引いてお

りますが、させていただいているのはございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 今ちょうど言われましたですね。トウガラシということですね。名前はジョロキアですか

ね。それは前市長が辛いものが好きということで、この地元にそういう形で特産品としてつ

くられたことは知っております。今現在、そのトウガラシ、ジョロキアはどのくらいの方が

つくられて、たしかそれをつくって、加工のほうは多分北九州のほうに持っていってあると

か、そういうお話も聞いておりますが、それを大川市で加工することはできないのかなと思

うところもありますので、そこら辺を含めて御答弁をお願いできないでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 
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 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 今おっしゃるように、この激辛トウガラシの栽培等につきましては、契約栽培で北九州市

のトウガラシの業者さんのほうと契約して、全量出荷の契約のもと、向こうに送りまして、

うちのほうで加工品としましてはオオカワペッパーという形でテラッツァとかに置いていた

だいておりますが、それは逆に北九州の業者さんから買い取る、製品にしたものを買い取る

形で大川の特産的なものとさせていただいているのが現状でございまして、まだ最初に取り

組みました27年度には近所の乾燥施設等に委託しながら処理を行った経緯、テストを行った

経緯も聞いておりますが、現在はそういった形で契約栽培の中でしか動いておりませんので、

乾燥とか、そういうのは向こうの業者さんでお願いしているところでございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 今、加工のほうの御答弁はいただきました。つくられている方の数とかわかりましたらお

願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 失礼しました。29年度の栽培の関係では、トウガラシ部会というのをつくっておりまして、

部会員さんが10名いらっしゃいまして、10名の方で大体30アールほどの作付を行っていただ

いております。先ほどお話にありましたブート・ジョロキアの苗を1,700本、ハバネロを約

1,300本で今回29年度は取り組んでいただいておりますが、なかなか現状うまくいっており

ませんで、通常は２キロ弱ほどとれるようなことでございますが、現状としましては平均

800グラムという形になっておりまして、もうかるようなところまでなかなか行き着いてい

ないような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 
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 御答弁ありがとうございます。 

 まだとにかく、このジョロキアに関してはちょっと難しいとかというようなお答えなのか

なと思っております。 

 これをまだ今後そういう形でふやす予定なのか、それもお聞きしたいのと、もう一つ、市

長もこの前からよくお話をされておりました夏イチゴ、イチゴを夏までどうにか食べられる

ようにということで、いろいろお話しされてありますけど、その話、市長のほうでよろしい

ですかね。よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 ２つの点、職員お答えづらいと思いますので、私がお答えいたしますが、トウガラシにつ

きましては、今、課長が申し上げましたように、本来なら１本の苗から２キロぐらいとれる

ところが、まだ大川市では800グラムと。栽培の技術が、ここ３年一生懸命やっていただき

ましたけど、まだ確立をされていないのかなという印象がありますので、これはもうしばら

く様子を見ながら、本物になっていくのかどうかというのを一緒になってやらせていただき

たいと思っております。どうも畑によって随分と育ち方も違うようなことも聞いております

ので、大川市の畑でも畑によって例えば水はけがどうだとか、ｐＨ値がどうだとか、いろん

な条件があるようでございますので、県の普及所の方々にも御意見いただきながら、生産者

の方としっかり、まずは生産ができるところまで持っていくまで、もうしばらく様子を見な

がら一緒にやらせていただきたいなと思っております。 

 もう一つが、夏秋イチゴ、昨年、実験的に試験的に木室のほうのイチゴハウスのほうでつ

くっていただきました。結果からいうと、失敗であります。当初、思ったより順調に育って

おって、私も食べましたけれども、あの時期にしては形もしっかりしているし、もちろん

我々が今この時期に食べるあまおうみたいに甘くはありませんが、何とかこれはいけるんじ

ゃないかなと思っておりましたが、７月５日の九州北部豪雨で畑が冠水をいたしまして、も

うそれ以降、生育ができないという状況でありました。これはもうはなからわかっておった

ことですし、プロの石橋正毫議員にも当初から御忠告はいただいておりましたが、夏秋イチ

ゴ自体がもう少し気温の低いところであるとか、大川は台風もあって大雨もあるし、何しろ

土地が低いということで、なかなか厳しいよというお声はたくさんいただいておりまして、
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現実に大雨によってそういうふうにちょっと残念な結果となりまして、ことしの作付につい

ては今断念をしておるところでありますが、気持ちの中には、このイチゴの産地でさえ、夏

に食べるショートケーキの上に乗っているイチゴを何で輸入物を使わないといけないのかと

いう強い思いが私にありますので、これはいつか必ずこの産地でもそういう夏にも国産、地

元のイチゴがそういう加工品に使われるようなことを目指して、まずは勉強をしてまいりた

いなというふうに思っておりますし、他産地、九州の中でもほかの産地では夏秋イチゴを、

小さくですけれども、つくられているところがありますので、一旦手を引いて、勉強させて

いただいて、数年後にはまた再チャレンジをしたいというふうに思っております。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 市長、御答弁ありがとうございました。 

 私も、昨年つくったのは豪雨で水に浸かったという話は聞いておりました。ことしはどん

なふうにされるのかは聞いておりませんでしたので、興味があったので質問させていただき

ました。 

 今現在、イチゴをつくっている農家の方々に聞くと、やっぱり今のあまおうをつくって、

夏秋イチゴはつくられんよと。絶対それは無理なことというお話を生産者の方には聞いてお

りましたから、いろいろとまたそういう形で試験的にされて、それが本当にできるようにな

ったら、また新たに就農者が多分新規で出てくるのかなと思っておりますので、市長の意気

込みを買って、何年後かに大川で夏秋イチゴができるように、よろしくお願いしておきます。 

 今度、最後になりますけど、学校給食における地産地消についてお伺いしたいと思います。 

 26年度に給食センターが開設されまして、当初は春先からの予定だったんですけど、２学

期から中学校の給食も始まりました。まだ小学校は自校でされているところもあると聞いて

おりますが、この地産地消の現在の学校給食におけるその状況をお教え願いたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 下川学校教育課長。 

○学校教育課長（下川愼司君） 

 学校給食におけます地産地消についての御質問ですが、平成25年９月に市教育委員会にお
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きまして決定をしておりますが、大川市学校給食運営基本方針というのがございます。その

中で地場産物や郷土食を取り入れ、地産地消の推進に努めるということといたしております

ので、この方針に従いまして現在進めているところでございます。 

 現在、学校給食に取り入れている地元食材といたしましては、まず米は福岡県給食会を通

じまして、全て大川産を納入していただいております。そのほか、大川市ということじゃな

いんですが、ＪＡ福岡大城さんからはアスパラ、エリンギ、エノキ、シメジなど、それとま

た福岡県産といたしましてはキュウリ、キャベツ、ネギ、ノリ、ニンジン、タマネギ、コマ

ツナ、セロリ、パセリ、大根、チンゲンサイなどを納入いただいているところでございます。

それと、これは地産地消の取り組みとは少し違うかもしれませんが、あす３月９日に小学校

の給食にあまおうを出していただく予定です。これにつきましては、大川市地域食育推進協

議会のほうからいただいたものを学校の全児童に出すと。ちなみに、中学校については既に

先週、３月２日に同じあまおうを出していただいたところでございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 課長、御答弁ありがとうございました。 

 そういうことで、地元産をある程度使いながら給食をやっておるということは、今の答弁

でわかりましたけど、今回の議会のほうに野菜高騰により給食費が足らなくなって補正を組

んでありますけど、今後もこういう形で、ことしの冬は本当に雪がたくさん降って野菜がな

かなかとれなくて高くなっております。今後こういうことがまた起こると思います。夏にも

台風とかで野菜とかがとれなくなったりとかすることもあると思いますけど、そういうこと

を踏まえまして、今後どう考えてあるか、対応をよければお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 下川学校教育課長。 

○学校教育課長（下川愼司君） 

 今後の方向性ということですけれども、これからもできる限り地産地消の推進に努めてい

きたいというふうに考えてはおりますけれども、御承知のとおり、学校給食では新鮮で安全

な食材を大量に仕入れる必要がございますので、そういった品質面、安全面、安定供給とい
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った条件をクリアしたものについて、学校給食のほうに取り入れるように農業水産関連の機

関ですとか団体と連携しながら検討はしていきたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 補足いたしますが、補正予算についてはまた委員会のほうに付託をされておりますので、

そちらで詳しくは申したいと思いますけれども、ことしは全国的に異常な状態で野菜が高か

ったと。加えて、給食全ての食材の値段等々全て、やっぱり昔に比べると上がっておるとい

うことで、給食の賄い材料費につきましてはぎりぎりのところで運営されているというのが

現状でございまして、補正予算をお願いしているところでありますが、今後どうしていくか

ということにつきましては、やはり給食そのもののあり方等々も考えながら検討してまいり

たいと思いますし、来年の秋には消費税の増税が予定をされておりますので、そういうもろ

もろを考えながら、今後の給食の予算のあり方についてはまた検討してまいりたいというふ

うに思います。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 市長、御答弁ありがとうございました。 

 いろんな事情はやっぱりあると思います。先ほど課長が言われましたとおり、一番大事な

のは食の安全ということで、やっぱりそっちのほうが値段とかよりも優先になってくるのか

なとは私も思ってはおりますので。 

 その前に、ちょっと質問させていただきました集落営農団体で──あっ、わかりましたで

すか。御答弁をお願いします。 

○議長（川野栄美子君） 

 柿添農業水産課長。 

○農業水産課長（柿添量之君） 

 済みません、お時間とりまして。20法人でございまして、多面的の交付金の事業に取り組

んでいただいているのが、その中で14組織が同じような地域として取り組んでいただいてお
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るということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 11番。 

○11番（水落常志君） 

 ありがとうございます。 

 20団体のうち14団体ということで、６組織がされていないということになっておりますが、

こういうのは市のほうからも指導されて、この団体はそういう形で集落営農で法人化されて

いるなら、この交付金を使って自分たちのところの農地はきれいにされるよう行政のほうか

ら指導なりしていただくのが本当かなと思っておりますので、以後よろしくお願いします。 

 ちょっと長くいろいろと質問させていただきました。これで質問は終わりますけど、大川

市で就農されている方々が今以上の収益を上げて、皆が笑顔になり、また若い人たちが興味

を持ち続け、就農していただけるような施策なり考えていただいて、今の大川市の農業がも

っと発展していけることを御要望を申し上げまして、私の一般質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（川野栄美子君） 

 ここで暫時休憩いたします。なお、再開時刻は14時20分といたしますので、よろしくお願

いいたします。 

午後２時７分 休憩 

午後２時20分 再開 

○議長（川野栄美子君） 

 休憩前に引き続き本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 

 次に、４番宮﨑稔子君。 

○４番（宮﨑稔子君）（登壇） 

 皆さんこんにちは。４番、公明党、宮﨑稔子です。本日最後の質問者となりました。お疲

れかと思いますが、どうかもうしばらく、最後までよろしくお願いいたします。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 平成26年11月、将来にわたって活力ある社会を維持していくことを目的とするまち・ひ

と・しごと創生法が制定され、翌12月、この法律に基づいて国の長期ビジョン及び今後５年
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間の国の施策の方向を提示する国の総合戦略が閣議決定されました。これを踏まえ、大川市

においても平成28年２月に大川市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しております。策

定に当たっての基本目標の一つに、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」と

し、その基本的方向性として、「結婚・出産・子育てしやすい環境づくりの推進」を踏まえ、

我が市としては、その大きな施策の一つに、新しい子育て応援拠点の設置として、平成33年

に本日さまざまな議論が行われておりました子育て支援総合施設の建設を予定されてあるの

ではないでしょうか。昨年６月の私の一般質問の中で、そこはネウボラ的機能を備えたもの

をお考えですかとの質問に、そのように考えておりますとお答えいただいていたかと思いま

す。ネウボラとは、フィンランド語でアドバイスの場所ということです。フィンランドでは

文字どおり助言、相談の場所となっております。そこには、保健師や助産師の方が妊娠期か

ら就学前までの子供の健やかな成長、発達はもちろん、母親、父親、兄弟、家族全体のサポ

ートも目的としています。また、そのほかにも経済的なものや夫婦の関係など生活の全般に

わたっても相談を受けてあります。プライバシーも守られる部屋で行われますので、不安が

あればすぐに立ち寄って相談できる体制が整っています。子供に対しては15回の健診があり

ます。必要に応じて家庭訪問も組まれております。そして、父親にも家族と一緒に丁寧に面

談を行う機会があります。ネウボラは、ワンストップ拠点として子育てに関することはもち

ろんですが、その子育てをしている家庭が必要としている専門職や医療、保育所、学校、行

政などの機関につないでくれますし、そのほか、必要に応じてさまざまな活動をしているサ

ークルなどにもつないでくれます。そのため、利用者は何度も同じ説明をする必要がありま

せん。新設予定の我が市の子育て支援総合施設にも、このネウボラのように子育てにしっか

りと寄り添うサポート機関になっていただきたいと思っています。 

 その上で、今回は新拠点に子育て支援総合施設を新設するに当たり、我が市が力を入れて

いきたいと言われていた発達障がい児の支援について質問をさせていただきます。 

 お尋ねいたします。現在、我が市の子育て支援センターで行っている発達障がい児に対す

る事業を教えてください。 

 以上、壇上からの質問は終わります。あとは質問席にて質問させていただきます。また、

２つ目の質問の傾聴ボランティアについても質問席にてさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（川野栄美子君） 
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 市長。 

○市長（倉重良一君）（登壇） 

 宮﨑議員の御質問にお答えいたします。 

 大川市子育て支援センターは、子育て支援の拠点施設として平成20年に開設して以降、子

育てに関する相談や援助の実施、保護者交流の場の提供、子育て関連情報の提供、子育て講

演会などの実施をするとともに、子育てサークルや子育て支援団体の育成など幅広い事業を

行ってまいりました。 

 大川市子育て支援センターの特徴的な事業として、平成23年10月から発達が気になる子供

に対する相談や発達教室「にこにこ」を実施しております。発達教室は、スタート時は１グ

ループでの開催でしたが、年々利用者が増加してきたことから、本年度は子供の年齢ごとに

６グループを編成し、子育て支援センターのスタッフのほか、言語聴覚士や作業療法士、臨

床心理士、保健師、助産師といった専門職の方にかかわっていただいております。集団遊び

がプログラムの中心ではありますが、保護者への学習会や個別相談も実施し、保護者の育児

不安の解消に努めるとともに、年長児の保護者へは就学サポートノートの紹介や作成を手伝

うなど就学支援の一端を担っております。また、必要に応じ、保護者の希望があれば発達検

査を実施し、医療機関などの専門機関への紹介も行っております。 

 教室に参加登録している児童の数は現在ではスタート時の２倍以上、昨年12月末現在で97

名となっております。健やかな子供の発育、発達は、子供を持つ全ての保護者の願いであり

ます。これからも子供と保護者に寄り添った事業として推進をしてまいりたいと考えており

ます。 

 以上、答弁漏れ等ございましたら自席よりお答えいたします。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 どうも御答弁ありがとうございました。 

 それらの事業には、先ほども御答弁いただいたように、多くの方が参加をいただいており

ますが、中でも特に力を入れてあるところを教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 迫田子ども未来課長。 
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○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 発達教室を今、支援センターで開催しておりますけれども、大川市の発達教室の特徴とい

たしまして、市内に医療福祉大学がございますので、そこの大学の協力を得て、言語聴覚や

作業療法などの教授の専門の方などの先生方にかかわっていただいているのが一つ大きな特

徴かと思います。 

 それから、今壇上で市長が申し上げましたように、年齢別に６クラスの編成にしておりま

して、そこで、子供の発達や育児不安を持った保護者が不安なまま子育てをすることがない

ように、ゼロ歳から３歳までの子供の親子教室では、子供が大好きな遊びに大人が寄り添っ

て遊びを楽しむ大切さを実感できるように支援をいたしております。それから、年中児や年

長児のグループ活動では、楽しい遊びや経験の中で他人や周囲への関心を育て、意欲や自己

肯定感を育むよう支援をいたしているところでございます。さらに、保護者同士の交流の時

間を持ちまして、悩んでいるのは自分だけではないということを実感してもらえるような支

援をいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 さまざま取り組んでいただいていますけれども、先ほどもお話があっておりますように、

親御さんが御自分のお子さんの年齢に応じた成長などに不安を持たれて市のほうに御相談に

来られることなども先ほどのようにあるかと思いますし、また、園とか学校の職員の方など

が少し気になるお子さんに気づかれた場合、先ほどのお答えいただいたような支援にどのよ

うにしておつなぎされているのでしょうか、教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 迫田子ども未来課長。 

○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 保育園、認定こども園での発達の気になる子を園のほうで気づかれた場合のつなぎという

ことでございまして、園のほうから市の子ども未来課のほうにそういう気になる子がいるの

でということで御相談があった場合、幼児教育カウンセラーというのを派遣しております。

幼児教育カウンセラーというのは、先ほどの発達教室に参画していただいております大学の
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先生等が行っていただくようにしておりまして、園児の様子を見ていただいて、保育士の職

員とか、保護者に対する相談や助言等を園に行って行うという事業を行っておるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 国のこれまでの調査により、発達障がいにとって早期発見、早期対応が重要なのは、学習

障がい、それから注意欠陥多動性障がい、自閉スペクトラム障がいの子供たちが小学校の入

学後に学校不適応や心身症の状態に陥ることが少なくないということがわかっています。 

 平成17年４月に施行された発達障害者支援法には、ライフステージに応じた支援が制定さ

れております。そこには、適切な支援がなされない場合、その特性により生じる問題に周囲

が気づかずに無理強いをしたり、叱咤などを繰り返すことで失敗やつまずきの経験が積み重

なり、自尊感情の低下等を招き、生きづらさを感じ、さらなる適応困難、不登校やひきこも

りなどが生じることがあるとされています。これらを少しでも未然に防止する上で、早期に

発見し、早期に適切な発達支援につなげていくことが特に重要であることから、早期発見の

ために必要な措置を求めてありますが、その上でお尋ねいたします。我が市は早期発見のた

めにどのような取り組みをされているのでしょうか、教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 迫田子ども未来課長。 

○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 発達に関しまして早期発見ということで大川市で行っていますのは、保健センターと子育

て支援センターの連携ということで、保健センターのほうで４回の乳児健診がございまして、

子供の４か月、10か月、１歳６か月、３歳のときに健診がございますけれども、この全てに

子育て支援センターのスタッフや、先ほどから言っています発達教室にかかわってもらって

いる専門の先生方にその健診の場に行っていただきまして、そこで発達が気になる保護者の

方の相談を受けたりして、そこの必要に応じて、また子育て支援センターで行っています発

達教室等に参加されるようなことで御案内をしたりということを行っているところでござい

ます。 
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 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 わかりました。ありがとうございます。 

 発達障がいの疑いのあるお子さんも含めた上で、発達障がいのお子さんの状況はそれぞれ

違うと思います。市内の全保育園、幼稚園からの小学校への連携、また、小学校から中学校

への一人ひとりに応じた連携はなされているのでしょうか、教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 下川学校教育課長。 

○学校教育課長（下川愼司君） 

 いわゆる保・幼・小中の連携についてのお尋ねでございますが、市教育委員会といたしま

しては、まず早期からの教育相談・支援体制構築事業といたしまして、市内の全ての幼稚園、

保育園、こども園を早期支援コーディネーターが訪問いたしまして、就学や進学に関する相

談に応じたり、また、必要に応じまして学校見学ですとか体験入学をしていただいたりしな

がら、保護者等への情報提供や関係学校との連絡調整を行っているところでございます。 

 あと、小学校、中学校への巡回相談も行っておりまして、先ほどの子ども未来課と同じよ

うに、作業療法士ですとか言語聴覚士が学校を巡回して、専門家による行動の観察や心理検

査等を実施し、客観的な指導、助言をいただき、学校における個別の教育支援計画、あるい

は個別の指導計画を作成しています。家庭と学校でのよりよい良好な指導、支援体制にそう

いったことをやりながら役立てているところでございます。 

 また、作成いたしました個別の教育支援計画、あるいは就学サポートノート、これは園か

ら小学校、あるいは小学校から中学校に進達することで情報の共有化を図っているところで

ございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 わかりました。 
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 文部科学省の2012年の調査によりますと、通常学級に在籍する児童・生徒の中で発達障が

いの特徴を示す子供は全体の約6.5％ということですので、約15人に１人の割合ということ

になります。 

 また、同省が平成27年に公立の小学校、中学校及び中等教育学校を対象に実施した通級に

よる指導実施状況調査では、通級による指導を受けている児童・生徒数は平成18年度の約

6.1倍となっていますが、我が市の通級による指導を受けている児童数を教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 下川学校教育課長。 

○学校教育課長（下川愼司君） 

 通級による指導を受けている児童数でございますが、言語と、あと学習障がい、注意欠陥

多動性障がい、いわゆるＬＤ、ＡＤＨＤというコースといいますか、教室が２つございまし

て、まず、言語のほうには22名の方が通われています。うち市内は13名ということで、あと

９名については市外から通級をされております。それと、ＬＤ、ＡＤＨＤですが、こちらに

ついては12名、うち市内は11名ということで、市外が１名。以上の状況でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 わかりました。 

 では、先ほどお尋ねしたように、全国的に平成18年度の約6.1倍ということですけれども、

やはりそれは国の調査結果と同じような結果が我が市でも発生していると見てよろしいので

しょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 下川学校教育課長。 

○学校教育課長（下川愼司君） 

 具体的に数字を拾ってどれだけふえているかという倍率等は調べてはいないんですが、現

状としてはだんだんふえているというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 
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○４番（宮﨑稔子君） 

 わかりました。 

 やはりふえているかもということで、もしかしたらもっといるかもしれないということで、

多くの子供たちが本当にきつい思いをして生きづらさを感じているかもしれないということ

ですよね。その点についてはどのようにお考えになりますか、お答えください。 

○議長（川野栄美子君） 

 下川学校教育課長。 

○学校教育課長（下川愼司君） 

 そういった配慮を要する子供さんがふえているという状況については、通級においてもあ

る一定のキャパといいますか、受け入れることができる人数というのは限られてきておりま

す。そういったことで、そういった通級にて指導する体制と、あるいはそれぞれの学校にお

いて指導員という形での市費の単費で配置をしております。これについても年々予算のほう

も膨らんでおりますが、配置人数についても年々ふやしておりまして、そういった支援員を

ふやすとか、あるいは各学校における特別支援学級の創設に向けて県に働きかけをして、そ

ういった学級をふやしていくとか、そういった対応を現在しているところでございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 わかりました。 

 もちろんキャパとか、市費の分とかもあるかもしれませんけれども、一人残らずしっかり

と支援をしていただけるような体制をぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、５歳児健診についてお尋ねいたします。 

 ３歳児健診時点でわかりにくい軽度な発達障がいや社会性の発達障がいなどが、幼稚園や

保育園に通い始めて、その集団生活を通して５歳ごろに明らかになりやすいと言われていま

す。また、先ほどの支援法の中にも早期支援が求められるようになっております。５歳児健

診の主な目的は、発達上及び行動上に軽度の問題があり、支援を必要とする児童の早期発見

です。健診によって発達情緒、社会性に問題を持つ子供を早期に発見することは、育児に対

する不安を抱えた保護者への支援にもつながります。５歳児健診を受けることで、気軽に相

談できる人や場所に出会えたり、その子に合った療育機関に紹介できたりすると思います。
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先ほどの支援にしっかりとつながっていくかと思います。 

 早期に子供や保護者のサポートを開始することで、その後のスムーズな就学、不登校の予

防、いじめの予防にもつながっていくのではないでしょうか。お母様方より、もう少し早く

わかっていればとの生のお声をお聞きいたしますので、市内の５歳児全てを対象とした５歳

児健診の取り組みの必要性を強く感じますが、市のお考えをお聞かせください。 

○議長（川野栄美子君） 

 馬場健康課長。 

○健康課長（馬場季子君） 

 お答えいたします。 

 ５歳児健診に関するお尋ねだと思われますが、厚生労働省のホームページの中では、「軽

度発達障害児に対する気づきと支援のマニュアル」というのがございまして、その中に、５

歳児健診は軽度発達障がいの発見に有用であることや、一方、３歳児健診で軽度発達障がい

児の問題点に気づくことには限界があり、しかも、疾患に特異的な問題点を指摘することが

困難であることが示されております。また、軽度発達障がい児に焦点を当てる具体策として、

３歳児健診以降から小学校に入学するまでの間に、例えば５歳児健診、あるいは発達相談を

行うのがよい、また、５歳児健診で終わりとするのではなく、５歳児健診と事後相談とで一

つのパッケージであるべきとされております。 

 しかしながら、市におきましては、５歳児健診を実施するためには発達障がいの診断がで

きる経験豊富な医師や臨床心理士、言語聴覚士などの専門職の確保、さらには保健師など健

診従事者のスキルアップ、また、健診後にどのような療育や教育機関につなぐことが必要で

あるとか、そういう事後のシステムづくりですね、そして、健診の目的や必要性の共通理解

が全ての市民の方々とかスタッフ、こちらの行政専門職含めて共通理解が必要だと、それが

課題だと思っております。 

 このことから、現在の健診体制では十分に対応できないこともあるとは思いますが、３歳

児健診が終了しまして就学に至るまでの間には、保育園や幼稚園、あるいは保護者のほうか

ら子供が気になりますと御相談できる場所として巡回相談であるとか、発達相談事業があり

ますので、保護者や園の関係者の方々と一緒に相談にかかわりながら困っている問題に対す

る対応を行っていき、また、電話とかフォローですね、継続相談、医療機関や療育機関への

御紹介など、就学に向けた継続支援になお一層努めていく必要があるかと考えます。保護者
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の方が発達障がいに気づくということから、子供への適切な対応や就学に向けての準備とつ

ながると思いますが、保護者が気づかないところで気になる子供が発見された場合に、御家

族へどのように伝えるか、就学までどのように過ごすか、どのように教育機関へ橋渡しをし

ていくかなど、子供や保護者の気持ちに寄り添いながら支え、子供の発達を具体的に支援し

ていくということを今後より充実させていかなければならないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 それでは、もう一点お尋ねいたします。 

 厚生労働省は、保育所入所後の発達障がいの発見の取り組みの方法について、障害者総合

支援法に基づく地域生活支援事業のメニューの一つとして、発達障がい等に関する知識を有

する専門員が、保育園や放課後児童クラブなどの子供やその親が集まる施設、場所を巡回し、

施設のスタッフや保護者に対し、障がいの早期発見、早期対応のための助言等を行う巡回支

援専門員整備事業の促進を図っていますが、先ほど答えていただいているような内容がこの

事業に値すると思ってよろしいのでしょうか。 

○議長（川野栄美子君） 

 迫田子ども未来課長。 

○子ども未来課長（迫田一彦君） 

 発達障がいの支援ということでございます。先ほど言いましたように、子ども未来課のほ

うでは、保育園とか、認定こども園とか、学童とかも含めまして、そういうヘルプがあった

ときには、先ほどの先生のような方に行っていただいて相談、助言をしていただくというこ

とで、内容的には議員がおっしゃったのと大体かぶるのかなというふうには感じているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 ありがとうございます。 
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 先ほどから子供さんに４回入学までに健診を行っていますということでしたけれども、小

学校入学の４か月前が最後になると思います。小学校入学のおよそ４か月前にある就学児健

診では、発達障がいが疑われる児童を発見しても、入学までに十分な療育の機会が確保でき

ません。大分県のある地域において５歳児健診を実施した成果報告があっています。小学校

における不登校の発生率が2006年から2008年では0.25％、2009年から2011年では0.45％あっ

たのが、ほとんどの小学生が５歳児健診を受けたこととなる2012年から2014年では0.04％と

減少しています。また、５歳児発達相談を受けた児童で就学前に不登校になった児童は皆無

であったことも記されているそうです。健診、あるいは相談により早期からの気づきが生じ、

家庭でも学校でもその子に合ったかかわり方ができるようになることで２次的な不適応を予

防することができるのではないでしょうか。このような結果をもってしても、５歳児健診は

気づきの場としての健診だけを目的とするのではないことがわかります。診断をつけること

よりも、保護者の困り事に寄り添う事後相談の充実という大きな役目があるんですね。100

人いれば100人の個性があります。みんな違って、みんないいと思います。保護者も家族も、

また、その子を取り巻く周りのみんながその子の特性を知って、かかわり方を会得し、そし

て就学を無理なくスムーズに迎えることが学校不適応を減らすことにつながるのではないで

しょうか。教育委員会のお考えもお聞かせください。 

○議長（川野栄美子君） 

 教育長。 

○教育長（記伊哲也君） 

 議員の質問にお答えをいたします。 

 確かに５歳児健診をするということで、早期に発見し、早期に対応できると非常にすばら

しいことであると。教育に関することは早期発見、早期対応が一番でございます。 

 ただ、大川市の場合、ある一定の環境があるんですよ。後ろの古賀議員もそういった意味

で、ＬＤ関係で長期研修に行かれて非常に専門的に学習された方なんですが、先々週でした

かね、東京都の特別支援育成会、これは会員が数万人いるんですが、その理事長が私の友達

でして、連絡を入れてきました。小池知事との対談の内容をもらったんですが、理事長が言

うには、東京都の場合は支援する、してもらう、かかわり合う場がない、数が多いんでしょ

うけれども。 

 そういった中で、うちの例えば巡回教育相談であったり、コーディネーターであったり
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等々話してみると、非常にうらやましがっていたと。大川市は県下でも特別支援教育に関し

ては抜きんじてやってきた経過がございます。なので、保・幼・小中連携も12年前からやっ

ていますので、そのかかわりの中で、保護者の困り感、または幼稚園、保育園の先生方の困

り感から十分に拾いながら今現在やっているんではないかな。特に言葉の教室に関しまして

は、例年20人以上の子供たち、幼稚園児、保育園児が大川小学校に通級しています。早い子

供は２か月ぐらいで構音障がいや吃音が治って笑顔で退級していくわけですね。ですから、

非常にその辺では有効に大川市の場合は進んでいるんではないかな。確かに５歳児健診はあ

ったほうがいいでしょうが、大川市の環境からすると、まだまだその前の段階ではないかな

というふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 ありがとうございます。 

 本当に環境がしっかり大川のほうはすばらしく整っていると思いますけど、100ではない

のではないかと思います。期待と不安とでいっぱいの小学校入学４か月前の健診で、お子さ

んに発達障がいが疑われると診断されたお母様が悩み、自分を責めて苦しみ抜かれて、御自

分を傷つけておられることを市のほうに御相談したことも担当課は覚えておられると思いま

す。また、そのことをきっかけに家庭不和になられた御家庭もあります。だから、ゼロでは

ないんですね。先ほどからさまざまな面から５歳児健診の重要性をお話ししましたけれども、

同時に、保護者のみならず、その御家族の支援もしっかりと取り組んでいただきますようお

願いいたします。 

 発達障がい児の子育てには多くの知識が必要となります。また、子育てについて深刻な悩

みや不安を抱えることも大きいでしょう。国の来年度の発達障がい者支援に向けた予算には、

新規事業として、発達障がい者の家族同士の支援を推進するために、同じ悩みを持つ本人同

士の発達障がい児の家族に対するピアサポート等の支援を充実させ、家族だけではなく、本

人の生活の質の向上を図る、また、身近な場所で支援が受けられるよう対象児自体を市町村

に拡充するとし、発達障がい児・者及び家族等支援事業に予算を計上してあります。大川市

もそれに取り組んであることととってよろしいのでしょうか。事業の内容として、ペアレン
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ト・メンターの養成事業、家族のスキル向上支援事業、ピアサポート推進事業、その他の本

人、家族の支援事業としてありますので、この大川市でもこのようなことにしっかりと取り

組んでいただいて、新しく建設される子育て総合支援施設が、その中身もどこよりも見本と

なるようなものにしていただくことを御期待いたしております。 

 どうか我が市の子供たちみんなが、100人いれば100の個性があります。その100人みんな

が自分らしく輝いて、そしてこの大川で育ってよかった、ここでこの子を育ててよかったと

安心して結婚、出産、子育てをすることができるまちづくりをお願いいたします。市のお考

えをお聞かせください。 

○議長（川野栄美子君） 

 市長。 

○市長（倉重良一君） 

 総合的にお答えをさせていただきます。 

 まず、例えば５歳児健診につきましては、こういう機会でこういう御質問をいただくとい

うことが、まずもって我々がそこの必要性について考えるきっかけにもなることであります。

お医者様によっては余り早くいわゆるレッテル張りをしないほうが、親も子供も、とりわけ

子供の自尊感情を高めていくと。私は愛されている、みんなから必要とされている特別な存

在だということの感情を育成することを阻害すると言われるような方もいらっしゃいまして、

これはしっかりと勉強しないといけないということと、押しなべて全員にですね、これは絶

対やってはいけないのが、やはり選別政策のようなことになるのだけはやってはならないと

いうふうに思っております。 

 その中で、先ほどからいろいろ出ているような体制については、発達障がいと一口に言っ

てもいろいろなタイプがありますので、お一人おひとり、あるいは御家族に寄り添えるよう

な、まずは中身の充実というのを図っていく必要があるのと、我々は行政として、昨年、親

の会ができましたけれども、まだまだ多くの方が発達障がいそのものについての御理解が十

分ではないというふうに思っております。もう子育てを終わられた方も、あるいは子育て中

の方も、全ての市民の方々が発達障がいに対する理解を深めることも、我々は理解促進に努

めていくというのが一つ大事かなというふうに思っております。内容をしっかりと充実させ

ると。 

 ３年後につくりたい、きょういろいろ御意見を賜っておりますけれども、既にかなりいい



- 101 - 

内容を今の子育て支援センターでもやっていただいておりますので、内容に見合ったしっか

りとした施設が欲しいというのも一つではありますが、より一層にそういうことに対して寄

り添えるような体制をとってまいりたいと思いますし、冒頭申しました５歳児健診につきま

しては、もう少し私自身が自信を持って政策を決定できるように、しっかりと勉強して検討

してまいりたいというふうに思います。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 ありがとうございます。本当に一人残らず生きづらさを感じなくていいような教育環境を

ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、次の質問に移らせていただきます。 

 今、人生100年時代となりました。会社員の定年後の自由時間は、現役時代の生涯労働時

間とほぼ同じと言われています。第２の人生はそれだけ長いということです。その人生をそ

れぞれが生きがいを持ち、健康長寿な方でいっぱいのまちでありたいと願っています。国立

社会保障・人口問題研究所が発表した世帯数の将来設計によりますと、2040年には単身世帯

が全世帯の約４割に達し、特に単身世帯に占める65歳以上の割合は45％に達すると予測され

ています。我が市においても高齢者のひとり暮らし世帯は、平成22年には1,081世帯でした

が、平成27年には1,349世帯と、わずか５年間でまさに268世帯が増加しています。特に85歳

以上のひとり暮らしの世帯の増加が目立つ調査結果が出ていました。元気な高齢者の生きが

いづくりと同時に、これから迎える2025年問題についてもしっかりと取り組んでいかなけれ

ばいけないタイムリミットのときが来ているのではないかと思います。 

 そこでお尋ねいたします。27年度12月の私の一般質問で、視察先のたつの市や浅口市の先

進地の事例を通し、介護支援ボランティアに対してのポイント制の導入などの提案をさせて

いただいておりました。多くの自治体が導入していますが、御検討はどのようになったので

しょうか、教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 馬場健康課長。 

○健康課長（馬場季子君） 

 お答えいたします。 
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 介護支援ボランティアのポイント制度に関しての御質問かと思います。 

 以前、宮﨑議員から御提案をいただきました介護支援ボランティアに対するポイント制に

ついてでございますが、今のところ市では実施をしておりませんが、今後検討していきたい

と考えております。先行自治体では、ボランティア活動を行った場合にポイントを付与して

いる場合もありますし、サロンなどの参加者に対してポイントを付加するという場合もあり

ます。さらに、検診とか健康教室への参加や、自主的な健康づくりに取り組んでいらっしゃ

る方々へもポイントを付加しているという、さまざまな考え方に基づいたポイント制度が存

在しているようです。 

 市では現在、介護予防サポーターの養成講座を２年ほど前から実施しておりまして、修了

後は地域で介護予防事業の担い手として活躍をしていただけるということで、その活躍の場

も少しずつではありますが、広がってきております。また、支え合いのまちづくりというこ

とで、今後、生活支援サポーターの養成でありますとか、ボランティア活動などの体制づく

りも進めていくこととしております。このようなサポーターの方々や、お一人おひとりの健

康づくりを推進していくということにもつながりますので、市としましても先行自治体の事

例を参考にしながら、ポイント制の導入については検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 ありがとうございます。 

 先ほども述べましたけれども、高齢者の単身世帯がふえています。お元気な高齢者も確か

にふえています。しかしながら、高齢になるほど一人で日常生活を送ることは徐々に難しく

なります。風邪を引いても助けてもらえる人が家にはいません。地域社会との交流が希薄と

ならないよう、地域共生社会の実現に向けた取り組みの推進が我が市でもいろいろ検討、実

践されているのではないでしょうか。 

 先進地でも、支援のボランティアの中には87歳の元気な高齢者もいらっしゃいました。自

分がこの年になっても人の役に立っている、生きがいを１ポイント、１ポイントためるのが

目に見えて楽しみでと言われてありました。健康長寿社会を目指す上で、この制度を取り入

れる自治体はふえています。また、その先進地では、お世話をされてある利用者の側の声に、
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話をすると元気が出る、この時間が楽しみでという声がたくさんあるとお聞きしました。実

際に先日、私もそのことを実感いたしました。先月、大川市で活動されている傾聴ボランテ

ィアの会の定例会を傍聴させていただき、その上で、後日、高齢者の施設で実際に活動され

てある姿を拝見させていただきました。施設の高齢者の方も１か月に一度のこの１時間をと

ても楽しみにされてあり、お話を聞いていただきたい方が自分のお部屋から出てきてホール

に集まってこられるんですけれども、皆さん楽しみにされてあって、ボランティアの数のほ

うが足らないんですね。また、ボランティアの方の中には手話ができる方もいらっしゃいま

すので、この時間を待ちに待って、利用者の方も本当にうれしそうに時間いっぱい手話でお

話をされてありました。施設のスタッフの方にもお話をお聞きしたのですが、すごく助かっ

ています、手話は誰も話せないんです、また、入居者のお一人おひとりにじっくりとお話を

お聞きする時間もないんです、ボランティアの方とお話をされている中で、久しぶりに笑わ

れている姿を見たり、歌を歌ったりされている姿を見てびっくりするんですよ、記憶がよみ

がえるきっかけになったりもするんです、本当にありがたいですと言われてありました。ボ

ランティアの方の年齢層も60代、70代、80代の方がほとんどだそうです。第２の人生に、自

分が人の役に立つという生きがいを見つけ、心も体も元気になる活動だと思いました。近隣

のみやま市や柳川市でもそのような活動にあわせてポイントをつけ、市内の商店街で活用で

きるような商品券に還元できる工夫などをされ、たくさんの高齢者の生きがいづくりになっ

ているそうです。私も行ったよ、俺もこの前、あの施設に行ったよと、お知り合いの方々と

お話をされてあるのをよく聞きますよと言われていました。 

 大川市長寿社会対策総合計画の中に、ポイント制の検討のところには傾聴ボランティアと

メニュー拡大など検討課題や方向性として書かれてありますが、どのような市のお考えなの

か、お聞かせください。 

○議長（川野栄美子君） 

 馬場健康課長。 

○健康課長（馬場季子君） 

 お答えいたします。 

 このたびの介護保険制度の改正では、地域包括ケアシステムを推進するということが示さ

れております。その中には地域共生社会の実現ということもありまして、市町村による地域

の方々と行政などの共働による包括的な支援体制をつくるということだと思われます。今後
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進展していきます高齢社会におきましては、まず、高齢者の方々自身で取り組んでいただく

ために健康づくりや介護予防の必要性を普及啓発していくことが必要であると思いますし、

同時に、高齢者の方々には高齢者を支える担い手として活躍していただくことも社会参加に

よる生きがいや高齢者自身の介護予防につながると考えております。 

 現在、地域で実施しています支え合いのまちづくりを進める上で、生活支援を担っていた

だくボランティアやサポーターの存在は不可欠でありますので、市としましてはサポーター

の養成を行ったり、傾聴ボランティアの方々の活動のほかにも、支え合いのまちづくりとし

て活動いただくあらゆるボランティアの方の仕組みづくりを検討していく必要があると思っ

ております。このような活動を推進していくことにあわせまして、ポイント制の検討も行っ

ていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 ありがとうございます。 

 冒頭にも述べましたように、2025年問題と言われるように、進みゆく高齢化社会に向け、

高齢者の見守りや心身ともに元気なまちづくりに、先ほどの傾聴ボランティアなどは大きな

力となることに間違いないと私は思いますが、今後、市は傾聴ボランティアの方々に対して

どのような活動を期待されるのでしょうか、教えてください。 

○議長（川野栄美子君） 

 馬場健康課長。 

○健康課長（馬場季子君） 

 お答えいたします。 

 まず、日ごろより傾聴ボランティアの方々、フレンドさんという方々だと思いますが、現

在の活動に敬意を表したいと思います。 

 フレンドさんは、活動の一環として、養護老人ホーム明光園などの市内の老人福祉施設を

定期的に訪問していただいているようでございます。高齢者の中には同じ話を繰り返された

り、昔のことを繰り返し話されたり、また、悩みや心配事を抱えた方などさまざまだと思わ

れますが、そのような方々に耳を傾け、うなずいたり、ほほ笑んだりしながら心に寄り添い、
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じっくりとお話を聞いておられると思います。高齢の方は話を聞いてもらうことによって心

が落ちつき、穏やかなひとときを過ごされていることと思います。フレンドさんのこのよう

な活動はとても貴重であると思います。今後、高齢化が進む地域の中で、高齢者の方だけで

はなく、おひとり暮らしの方、御夫婦のみの御家庭、また、孤独を感じている子供たちも含

めまして、ますます傾聴活動は必要とされるのではないかと思っております。そういうとこ

ろではフレンドさんの活動に期待したいと思っております。 

 大川市としましては、支え合いのまちづくりを地域の皆様、各種ボランティア団体の方々

と進めているところでございますが、その中で、生活支援を担っていただくボランティア、

サポーターの存在は今後不可欠になってきます。民生委員さんを初めとするボランティアや

サポーターの方々に見守りや話し相手、ちょっとした困り事への支援など、幅広い活動を期

待しておりますので、傾聴ボランティアの方々にもその一翼を担っていただければと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 ありがとうございます。 

 本当に今言っていただいたように、傾聴ボランティアの方々は、高齢化が進み、高齢者の

ひとり暮らしや、話し相手が欲しい、自分の話を心から聞いてほしい、そのような孤立、孤

独を感じられている中で、傾聴という形で助ける、助けが必要になってきているのではない

か、そのような方々の気持ちになって心に寄り添い、よき聞き手となって、これからも人と

人がつながるぬくもりあるまち大川を目指し、頑張りたいとの思いで活動されてあります。

聞くという姿勢をしっかりと講習を受けて実践されてあります。男女問わず、より多くの方

に参加していただけるよう、市もしっかりとバックアップしていただきますようお願い申し

上げます。最後に市のお考えをお答えください。 

○議長（川野栄美子君） 

 馬場健康課長。 

○健康課長（馬場季子君） 

 お答えいたします。 
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 市では、傾聴ボランティアのフレンドさんによる高齢者のおひとり暮らしなどの御自宅を

訪問する事業ができないかなど、社会福祉協議会を通じて御相談をしております。具体的に

はまだ進んでおりませんが、実施のためにはいろいろと課題もあるかと思いますが、今後フ

レンドさんの活動や派遣につきましては、側面から支援をしています社会福祉協議会におい

ても今検討しているというところを聞いておりますので、いつから実際に活動ということで

は今申し上げることができませんが、市におきましても社会福祉協議会と打ち合わせや連携

をとりながら進めていき、フレンドさんの活動の支援を行っていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（川野栄美子君） 

 ４番。 

○４番（宮﨑稔子君） 

 大変にありがとうございます。本当にボランティアの方々に心より感謝とともに、いろい

ろなお困り事などをしっかりと市のほうも耳を傾けていただきますよう、これからもよろし

くお願いいたします。また後日、いろいろ御相談させていただきます。 

 以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（川野栄美子君） 

 以上で本日の一般質問を終わります。 

 なお、次の本会議はあす午前９時から開くことになっておりますので、念のため申し添え

ます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後３時11分 散会 

 


